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さ い か ち 坂 校 舎

平成１４年３月１７日（土）に竣工式が行われた，さ
いかち坂校舎。４月には新入生を迎え新たな歴史が刻
まれた。学生生活にもちょっと慣れてきた６月に取材
にお邪魔した。

校舎は８階建。２階に一学年全員が入れる講義
室，４階には中教室が二つ，地下１階と３階にミー
ティング，食事が可能なラウンジがある。５，６階
は実習室，７階にはミーティングルームを備えた図書
室，８階は教員室と学生相談コーナがある。

教員，学生とも ICが組込まれた IDカードを所持
している。このカードは授業の出席，ロッカー室・図
書館への出入り，図書の貸出，コピー機・プリンター
の利用に必須となっている。

左：個人ロッカー，右：複合機（共に３Ｆ）
学内には無線 LANが敷設され，情報の収集，レ
ポートの作成がどこでも可能である。出来上がったレ
ポートの印刷は LANを経由し学内のプリンターで印
刷が出来る。

３階のラウンジには掲示板があり我々の時代と同じ
でクラブの勧誘ポスターが貼られていた。昔とは異な
りクラス全員の笑顔の写真が掲示されていた。



インタビューに答えていただいた新入生

授業ものぞかせていただいた。席は指定席。欠席も
無くびっしりと埋まっていた。昼食はラウンジだけで
なく教室でも可能である。２ヵ月でまだ慣れていない
のか外で食事をする学生は少なく，学内で皆集まり楽
しそうに話しながらの食事をとっていた。

インタビューした２人は自宅からの通学とのことで
あったが，一人暮らしの学生は，亀戸，錦糸町など総
武線沿線に部屋を持っているとのことである。８０％
以上の学生が部活に所属し，授業後に週２～３回稲毛
の校舎まで行っている。

さいかち坂校舎外の移動パン屋 タコスライス

図書館のエントランス

来年４月にはさいかち坂校舎も２学年が入りにぎや
かになる。来年の７月には新館（仮称）も完成し，後
期はほとんどの学生が水道橋での生活が始まる。

（取材・広報部 臼田 準，島田 篤）

ラウンジ

２F第３講義室での授業風景



ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

市川市は，東京歯科大同窓に縁の
深い土地です。教養課程があった時
はもちろん，市川総合病院にお世話
になった先生も多いと思います。市
川市の人口は約４６万人，最近は本八
幡駅，市川駅周辺，外環道路の建設
などで再開発が進んでいます。古く
て新しい市川市をご紹介したいと思
います。

古都市川
市川市周辺は歴史が古く，縄文時
代にさかのぼります。古墳が多数発
掘されていて，多くの人々が昔から
この地に暮らしていました。そのた

め日本有数の貝塚群があります。
言い伝えなども多く残っていま
す。手児奈の話は有名です。昔，手
児奈という美しい娘がいて，多くの
者たちが娘を巡って争い，そのこと
を苦にした手児奈が入水自殺をして
命を絶った。というお話です。その
霊を慰めるために，求法寺が作られ
ました（後の弘法寺）。また，弘法
寺の石段２７段目は涙石とわれ乾くこ
とのない階段です。その昔，東照宮
に献上する石をこの石段に使用した
ということで責任を取り石段で切腹
をし，その悔し涙で濡れていると言
い伝えが残っています。本当にそこ
だけ濡れていてとても不思議です。
この階段を上りきったところに
は，伏姫桜という立派な枝垂桜があ
り樹齢４００年と言われています。
２０年ほど前に私が見たときはその
素晴らしさに感動したのを覚えてい
ます。最近は枝が折れてだいぶ小さ
くなったと聞いていますが，保存会

の方の努力でよみがえっているよう
です。機会があれば，また見てみた
いと思います。八幡の「藪知らず」
も有名です。一度入ると出られない
と伝えられています。水戸黄門が
入った伝説も残っています。そんな
に大きな藪ではないのですが今でも
入ってはいけない禁足地となってい
ます。実は直ぐ裏が旧市川市歯科医
師会館です，真裏から見られるのは
歯科医師会館からだけです。
他にも「夜泣き石」というのもあ
ります。興味がわいた方は是非調べ
てみてください。市川市のお寺とい
えば中山法華経寺です。日蓮聖人が
開いたお寺です。
タイムスリップしたような，落ち
着いた空間です。
重要文化財がたくさんあり，一度
散策されることをお勧めします。さ
ざれ石，聖教殿，徳川と書かれた墓
石など，新しい発見があると思いま
す。

市川市自慢 私のお気に入り

千 葉 県

八幡の藪知らず 法華経寺

涙 石



市川市再開発
市川市は古い町というだけでな
く，再開発も進んでいます。
本八幡駅，市川駅周辺は高層マン
ションが立てられ，外環道路の建設
で多くの家が立ち退き，市川市は今
大きく変わっています。

市川駅の高層マンション展望階は
誰でも上がることができます。ここ
から市川市を一望することができま
す。
真ん中に見えるのが市川総合病院
です。少し手前に見えるブルーシー
トが外環道路の工事現場で旧市川病
院の立っていた場所です。
この南口の開発は前市長千葉光行
先生（４５年卒）の功績と聞いておりま
す。

市川市歯科医師会も前会長竜崎
崇仁先生（４９年卒），現副会長野田
彰久先生（５５年卒）の決断と手腕で新
しく建て替えることができました。

市川市のお店
本八幡駅には「サイゼリア」１号
店があります。昔はよく行ったので
すが，今は記念店として残してあり

ますが営業はしていません。
個人的によくいくお店に市川駅南

口に小さくて家庭的なお店「新台
北」があります。安くて美味しいで
す。「東歯同窓会報を見た」と言っ
て頂いた方は，ワンドリンクサービ
スしてくれるそうです。探して行っ
てみてください。（９月末まで有効
です）

市川市の検診
市川市には，歯周病疾患検診，二
十歳の歯科健康診査，いきいき歯力
健診，口腔ガン健診と多くの検診が
あります。二十歳の歯科健康診査は
２０歳を迎える市川市若者に対して，
パントモ撮影，前歯のクリーニン
グ，虫歯，歯周病，咬合，智歯の
チェックがついています。口腔ガン
健診は個別健診で費用は５００円，年
１回液状細胞診という検査を受ける
ことができます。いきいき歯力健診
は肥満を加速させている１因として
の歯科分野に着目し，平成２０年か
ら，特定保健指導を受ける方に無料
受診券を郵送し，指定歯科医院にて
検診指導するシステムです。このよ
うな素晴らしい検診システムも東京
歯科大学の先輩のお力が大きかった
と思います。市川同窓会の先輩方に
はとても良くして頂いています。同
窓会に入ったことでいい社会勉強が
できました。是非一度千葉県支部市
川同窓会に遊びに来てください。同
窓会最高！

（平成４年卒 西村哲雄）

市川市歯科医師会新会館

市川橋から見た市川駅の
高層マンション

サイゼリア１号店

新台北のマスター

高層マンションから見た市川総合病院

同窓会市川支部委員と天ぷら

ふるさと自慢



明治２８年６月に高山歯科医学院の第一回の卒業式がありましたが，それ以降の卒業生の数を母校のホームページで
調べてみますと，平成２４年３月の卒業生までで１４，７７９人とのことです。明治，大正，昭和，平成をとおして我々の先
輩方は歯科の分野はもちろん，社会のいろいろな分野で活躍し今日の日本の繁栄をもたらしてくれました。
さて，この“会員往来”は同窓会報での新企画で，同窓会員で歯科以外の分野で活躍されている方を紹介するコー
ナーです。有名人となると芸能界とか政治の世界とか想像しがちですが，決して派手ではなく地道に社会の中で頑
張っている先生方も紹介してゆきたいと企画しました。

第一回目の今回は昭和３９年卒の片倉恵男（かたくら
しげお）先生をご紹介します。長野県大町市に塩の道博
物館，流鏑馬会館があります。かつて糸魚川（新潟県）
と松本（長野県）を結んだ千国（ちくに）街道を行き
交った物資がどのように運ばれたか，塩を運ぶ様子を今
に伝える博物館です。塩問屋を営んでいた商家の建物を
そのまま利用しているため，当時の面影をそのままに実
感することができます。片倉先生はこの博物館の館長を
務めています。
片倉先生のプロフィールを紹介しましょう。片倉恵男
先生，昭和３９年３月東京歯科大学卒業。学生時代はテニ
ス部所属ですが，学部３年時に学生会委員長を務め，犠
牲者のでた安保反対運動の「白衣デモ」の先頭に立って
指揮を執っている姿がテレビに映り，翌日福島学長・
長尾学生部長より厳重注意を受けたとの強者だったそう
です。卒業後は母校口腔外科に入局を希望しましたが，
教授に危険思想の持ち主であるといわれ入局難航のとこ
ろ，国家試験終了直後にスキーに行った八幡平で，氏家
医局長ら４名の口腔外科の先生達と偶然に出会い，その
夜の酒宴で飲みっぷりが認められ，入局の確約をとった
とのエピソードもあります。また，口腔外科在籍中当時
の福島学長から４名の女性との見合い写真を見せられ，
全てをお断りすることになったとのことですが，奥様と

はその福島先生夫妻のご媒酌により昭和４２年にご結婚さ
れたとのことです。
昭和４４年に信州のお父上のもとに帰り，片倉歯科医院
を継承，平成１６年１０月３１日診療室閉鎖・歯科診療引退
し，平成１７年８月１日 塩の道博物館・流鏑馬会館館長
に就任しました。何と言いましても金子理事長とは親し
き仲であり，また本部同窓会の副会長を平成２０年から平
成２３年まで務められ，大山前会長の片腕として同窓会改
革の大黒柱として活躍されました。
さて片倉先生のエピソードをもう一つ紹介しましょ
う。昭和５４年７月６日金曜日の大糸タイムスによれば，
当時４２歳の片倉先生は長野県歯科医師会友好訪中団に加
わり北京動物園を訪問した際，大町市にパンダを譲って
ほしいという運動が起きている折から，現地の人たちに
「是非実現してほしい」と自主的に運動をし，市民の念
願を伝えたそうです。当時のコメントとして「パンダを
いただくのは非常にむずかしいとの印象をうけた。しか
し急には無理といっても少しずつ努力が積み重なればい
つか市民の願いが通じる時も…」と記されており，片倉
先生の人となりが分かります。
それでは，片倉恵男先生に塩の道博物館そして併設さ
れている流鏑馬会館をご紹介いただきましょう。

会 員 往 来

平成２２年１１月 評議員会にて
昭和３６年３月専門課程２年

水道橋屋上にて



そもそも私が館長に就任した理由
は，平成１７年３月に当館開設以来の
館長が定年を迎え，後任を探すこと
になりましたが，充分な給与が出せ
ないうえ，現役の職業人との兼務は
無理という状況のなかでは簡単には
見つからず，結局平成１６年１０月から
リタイアしていた私が，役員の中で
唯一人条件が叶う人間であったた
め，白羽の矢を立てられてしまった
わけです。
私は館長を引き受けるにあたり，
無給であることと非常勤であること
を条件と致しました。勿論全く専門
知識のない者が給与を貰うのは，お
こがましいわけですが，それ以上に
「館事情」を知っていれば，とても
貰うわけにはいきませんでした。
本業の時と違い，日本各地のお客
さんとの出会いは大変楽しく，手指
の痺れで神経を使い，いらいらしな
がら診療していた時に比べると，気
楽な時間を過ごす安息の場所となり
ました。
博物館は館長とおばさん２人が交
代で勤務しており，館長の主な仕事

は，毎日届くFAXや手紙・書類の
整理，館内の電球・蛍光灯の取替
え，蜘蛛や蜂の巣の除去など，おば
さん達が出来なかったり嫌がること
は，何でもやることにしています。
当館では囲炉裏で薪を燃やします
が，その薪を切ったり割ることも館
長の仕事のひとつで，最近は電動ノ
コギリや斧の使い方が，めっきり上
達してきました。
「塩の道博物館」は，塩の道千国
街道の中間点に当たる大町で，庄屋
であり塩問屋でもあった「平林家」
の母屋と蔵を，昭和５７（１９８２）年に
「歴史的建造物を保存する会」と言
う市内の有志によって，法人（４３名
の株主）組織で開設したものです。
母屋は明治２２（１８８９）年の火災で
焼失し，翌年に再建したものです
が，三つの蔵（文庫蔵・味噌蔵・塩
蔵）は焼失を免れたため，江戸時代
の姿で残っております。それだけに
傷みが増してきており，おばさん達
の掃除の後の「傷み箇所の報告」に
びくびくしています。
併設の「流鏑馬会館」は，鎌倉の

鶴ヶ岡八幡宮・京都の賀茂神社と共
に我が国三大流鏑馬の１つと言われ
ている「流鏑馬祭り」の馬具や衣装
等の一式を展示しております。
大町流鏑馬の特徴は，射手が６歳か
ら９歳位の童子であることで，市内
１０町から１０騎が出場し，矢を射なが
ら市内を巡行します。毎年７月第４
日曜日に開催されます。
最近は全国の博物館・美術館の入
館者が減少傾向にあり，当館もその
例外ではなく，集客と財政には頭を
痛めており，職員の給与や建物の修
繕費にも苦労しております。
当地は黒部ダムの入口で，北アル
プスの登山基地でもあり，自然環境
に恵まれた景勝・観光地でもありま
すので，是非ご家族・友人お揃いで
お出かけください。

や ぶ さ め

塩の道博物館 併設 流鏑馬会館

館長 片 倉 恵 男（昭和３９年卒）

流鏑馬で的に向って
矢を射る「射隊ポポ」

塩の道博物館の前景（長野県大町市八日町２５７２）

塩の道博物館の「ふんごみ式」
囲炉裏での筆者

会 員 往 来



巻 頭 言

東京歯科大学同窓会副会長に任命されました，昭和４６
年卒業の佐瀬俊之でございます。本部同窓会という大き
な組織の経験がなく，地区の同窓会組織と比べるとス
ケールが大きく，内容も違う運営に戸惑いを感じます
が，矢﨑会長の目指す目標に少しでもお役にたてるよう
頑張ります。
始めに少し時間が立ちましたが昨年３月１１日の東日本
大震災において多くの方が被害を受け大変な思いをなさ
れました。同窓会では６月に宮城県に視察を兼ねて行っ
てまいりました。実際に見ると，瓦礫の処理が進まず，又
海辺は津波に流された後，まだなにもないという状態で
あり，復旧はまだまだという感じでした。この出来事は
日本人の考え方を変えるほどの大きな出来事で決して忘
れてはならない事だと思います。一日も早く震災に遭わ
れた皆様が元の生活が戻りますようお祈りいたします。
矢﨑会長は，会員にとって明瞭で身近な同窓会をめざ
す，と言われており，「より強い会員との連携と母校へ

の支援」を目指す最大のテーマとしております。
さて，私に与えられた担当は大学連携，大学移転でご
ざいます。ご存知のように現在大学は移転に向け大きな
進展を見せております。すでに４月から「さいかち坂校
舎」にて新入生の授業がはじまり，水道橋病院では一部
診療が始まり，活気に満ちた状態です。水道橋移転に目
が奪われがちでありますが，わたしが住んでおります千
葉病院は以前と変わらず地域の要として地元歯科医療や
住民にたいし大きな役割を担っております。この千葉病
院を長く残していただければと思っております。大学連
携担当としては水道橋移転と千葉病院両方を考えていき
たいと思っております。さて，もうご存じでしょうが第
１０５回歯科医師国家試験の合格率が国公立を含めた全歯
科大学の中で第１位の成績であった事（新卒９８．４％，既
卒９１．４％）は同窓として大いに誇り高いことでありまし
た。その中でも既卒者の合格が２４名中２２名と驚くべき成
果を上げたことは東京歯科大学の努力は大変なことであ
ると感じます。卒業した同窓を国試合格まで面倒を見て
くれる大学はあまり聞いたことがありません，国家試験
担当の先生方，事務の方に感謝の念を禁じえません。現
在，私立歯科大学は，受験生の減少などにより極端なダ
ンピングが始まっており，大学の生き残りをかけ熾烈な
競争が始まっております。同窓として誇り高き伝統ある
東京歯科大学が今後とも歯科界の雄としていてほしいと
願うものであります。これには同窓の支援が欠かせませ
ん。経済の低迷，政治の混乱，昨年３月に起きた東日本
大震災と取りまく環境は決して良くはありません，一人
一人ではやれることは小さいですが，まとまれば大きな
力です。同窓がまとまり母校にご支援くださるようお願
いいたします。今建設中の新校舎に同窓の象徴となる血
脇記念ホールが作られております。ホール建設の募金が
予定額の３分の１程度であります。大学も国家試験，研
究と頑張っております。同窓が誇りを持って言える大学
として発展，充実をしております。その後押しを是非と
も我々同窓がしたいと思います。よろしくご協力のほど
お願いいたします。

同窓のご支援を
お願いします

副会長

佐 瀬 俊 之

1



地域理事の 声

平成２３年３月１１日１４時４６分，東北
地方を中心とするM９の東日本大
震災が発生しました。それに伴う津
波は大地を，港湾を，一瞬にして破
壊しました。その後の避難所生活も
過酷で，すべてを失って呆然として
いる被災者の方々を見る度に胸が痛
みます。それに加えて，人的災害と
も言える福島の第１原子力発電所事
故による放射能汚染は，未だかつて
ない大災害です。被災された方々が
１日でも早く，元気で普通の生活に
戻れるよう，願わずにはいられませ
ん。
北海道地域支部連合会では，各支
部の皆様より，被災同窓生に対する
支援金が，ほぼ全会員よりたくさん
寄せられました。同窓の絆の強さを
こんなに強く感じた事はありませ
ん。
北海道地域支部連合会は，１０支部
に分かれていて，総会員数は，２２９
名で，年々減少しています。今の時
代に北海道から東京歯科大学に入学
させるのは大変なことで，地元の大
学に進めている同窓生が多数おりま
す。又，北海道に帰って来る卒業生
も少なく，高齢化が進んでいる現状
です。しかし我々同窓生は，数が少
なくなっても，各地域の会員の声を
反映し，地域の実情を理解しなが
ら，前進できるような同窓会になり
たいと思っています。私は，同窓会

とは，同じ釜の飯を食べた仲間だと
思い，皆仲良く議論をし，楽しく集
まれれば最高のよろこびだと考えま
す。
さて，話は変わりますが，議論を
するためには，それなりのルールを
知らなければなりません。同窓会こ
そが，社会勉強の最初の一歩ではな
いかと思います。ある先輩が言って
ました。「同窓会の中では，いくら
失敗しようと，迷惑をかけようと，
ゆるされます。しかし，これが，歯
科医師会等の他の組織の中では，ゆ
るされません。同窓会こそが最大の
勉強の場なのです」と。卒業してか
ら開業すると，若くして一国一城の
主になりますが，社会生活，地域と
の関係，人間関係等，多くの事は誰
も教えてくれません。やはり，同窓
会の先輩が親身になって相談にのっ
てくれることが，大変ありがたいこ
となのです。たった一度しかない人
生の中で，すばらしい人と出会いた
くないですか？
同窓会のもう一つの顔に学術があ
ります。これは，本部も各連合会
も，思いを寄せている所です。ここ
で北海道地域支部連合会の元会長で
ある松川健二先生が思いをよせた，
卒後研修会についてお話しします。
松川会長は，本部同窓会が昭和５１年
より卒研セミナーを開催し，大きな
成果をあげているが，地域的環境か

ら，北海道からは仲々出席しにく
い。ならば連合会全員の希望する，
又，時流への対応を加味した研修会
を，継続的に開催する計画を立てま
した。松川会長は，近い将来に到来
する乱世の歯科界で生きのこるため
に，研修の必要性を，「気心の知れ
た大きなスタディ・クラブ」と，そ
の思いを常に話されていました。更
に会長は，「会の運営には何よりも
『和』が大事である。それは単なる
平和の和ではなく，お互いの意見
を，自分の考えを，率直に，十二分
に述べあい，その結果生ずる『輪』
であってほしい。手と手を軽く結び
合う『輪』。『和』と『輪』を基調と
したいと念ずる」とも言われ，昭和
５９年に第１回の卒後研修会が開催さ
れ，昨年第２８回が開催されたところ
です。すばらしい先輩達とお会いで
きて嬉しく思っています。
私は昭和４９年に卒業後，すぐに北
海道に帰り，同窓会の札幌支部に入
会しました。そこで勉強させてもら
い，札幌歯科医師会，北海道歯科医
師会，日歯連盟，日歯代議員とし
て，出向させてもらいました。現在
は，お世話になった私の原点である
同窓会に，何かお返ししたいと考え
ていましたが，この原稿を書くこと
で何かのお役にたてれば，幸いで
す。

若 き 先 生 へ
―同窓会とは―

地域選出理事（北海道） 佐 藤 英 俊
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大学を卒業し，地方の小さな町
で，歯科の開業医として生きて行く
…。照る日も，曇る日も。そんな自
分を，これまで支えてくれたものは
何だったのだろうか。それは，東京
歯科で学んだという矜持のようなも
の。そして恩師の人々，その教えの
数々…。
３０年以上も前のことです。母校に
千葉市稲毛への移転計画があったと
き，今と同じように，同窓への募金
のお話がありました。県支部に入会
して間もない当時の私は，卒業して
しまった大学のことなど，まったく
の無関心，自分のことで精一杯でし
た。母校への寄付のことなんて，は
なから眼中にありません。そんなあ
る日，法事か何かで，親戚中が集ま
る機会がありました。少しの自信と
己惚れからだったのでしょうか。高
揚した気分で，私は診療の自慢話と
気がつけば大学の批判まで，みんな
の前で展開していました。私はこれ
まで，家族から一度も叱られた記憶
がありませんでしたが，この時ばか
りは伯母から，こっ酷くやられまし

た。「誰のおかげで，いまの自分が
あると思っているの。大学のお世話
になったから，こんなことをしてい
られるんでしょう。自分のことにな
ると，いくらでもお金を使うくせ
に，こんどは大学の悪口かい。そう
いうのをヨグタガレ（欲張り）って
言うんだよ」。もしかしたら，自分
は根底が間違っているのかもしれな
い。その日は，なかなか寝付けませ
んでした。
このことがあってから，私は同窓
会の集まりに，努めて参加するよう
になりました。当時の秋田県支部長
は，堀部清元先生（昭和２０年９月
卒）。先生は，絵に描いたような紳
士で，学究肌。私たち若輩を，呼び
捨てにすることなど一度もありませ
ん。先生の持論は，卒業したら老い
も若きも同窓の一員，というもので
した。「高橋先生。私たちの仕事
は，真面目にやればやるほど，点数
が下がるんだよね。困ったねえ先
生。」耳元で，先生の声が今でもよ
みがえります。佐藤俊男先生（昭和
２３年卒）も忘れられない大先輩の一

人です。小柄で温厚，秋田弁を巧み
にあやつり，診療の細かなことまで
実地指導してくださいました。五味
武一先生（昭和２２年卒）には，支部
長時代に子供たちの進学相談にのっ
て頂きました。自分のことをかまわ
ずに，親身になって，とことん後輩
の面倒をみる先生の愛らしい笑顔が
忘れられません。
気が付けば，私は実に多くのこと
を，東京歯科の諸先輩に学んでいま
した。お世話になりっぱなしでし
た。若過ぎてなのか，愚かなのか，
このことに気づくのが，少し遅すぎ
ました。それにしても時の流れは速
いですね。青年の気質も，日本人の
気質自体も，いまは大きく変化して
しまいました。高山紀斎先生が創立
し，１２０年を超える歳月。変わって
もいいものと変わってはいけないも
の。緒方洪庵の適塾。福沢諭吉の慶
応義塾。そして高山紀斎の高山塾。
母校の起源を，こんなふうに呼んで
見たくなりました。うっとうしい気
分が晴れて，愉快です。

思い出すことなど

地域選出理事（東北） 高 橋 文 明

地域理事の声
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お 知 ら せ

同窓会事業・行事

母校関係行事・案内

理事会より
●去る第３回理事会（平成２４年６月９日開催）にて，同窓会会則第６１条により，石井悦子
氏を平成２４年２月１日に遡及して事務長に任命しました。

●平成２４年度の同窓会評議員会・定時総会が１１月３日に開催されます。今回も改革の具体
化を目指し，重要な提案が予定されています。

●平成２４年７月１日に同窓会学年代表者会が，水道橋さいかち坂校舎で開催されました。
特に若手の代表者から，有意義な意見が多数寄せられました。これらを踏まえて，より
具体的な若手支援策を立案していきます。

●第４０回全国ゴルフ大会
と き 平成２４年９月２７日（木）
ところ 大利根カントリークラブ（茨城県）

●平成２４年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２４年１１月３日（土）
ところ 如水会館（千代田区一ツ橋２－１－１）

●TDC卒後研修セミナー２０１２
卒研セミナー
№５ イブニングセミナー３『開業医が取り組む摂食嚥下リハビリテー

ション（入門編）』
～診療室からはじめる口腔機能向上へのアプローチ～

１０月２７日（土）
№６ 臨床実習セミナー２『たったこれだけ！MTM！』

～タイポドントでマスターする基本の『き』～
１０月２８日（日）

●TDCインプラントセミナー・マスターコース
開催日程 �９月８日（土）・９日（日）

�１０月６日（土）・７日（日）

問い合わせ先：東京歯科大学同窓会
Tel.０３－５２７５－１７６１

●平成２４年度東京歯科大学学会
第２９４回総会 平成２４年１０月２０日・２１日（土・日）

演題締切 ８月２８日（火）
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重点事業へのアプローチ

－大学連携のすすめ－

水道橋病院に新たな口腔外科診療室が完成しました。

高度歯科医療センター（口腔インプラント科）が
水道橋病院に開設されました。

２４年７月６日にかねてより改築工
事が行われていました水道橋病院の
４階に口腔外科診療室が完成致しま
した。種々の最新の機能を備えたユ
ニットや各種機器が合理的に配置さ
れ，同窓に取りましても口腔外科の
患者さんを紹介するに当たって，誠
に心強い拠点となると思われます。
完成を祝い，金子理事長，井出学
長，矢﨑秀昭同窓会会長，また器材
の導入に当たりご協力賜わった吉田
製作所の社長による完成披露のテー
プカットが行われ，関係の方々への
内覧が行われました。（写真）

２４年７月６日に以前よりありまし
た水道橋病院の口腔インプラント科
をさらに充実して水道橋病院の３階
に高度歯科医療センターが開設され
ました。最新のインプラント治療を
するためのCT装置はじめ各種機
材さらに手術室も完備しており，都
心におけるインプラント治療の拠点
となるものと思われます。
完成披露に先立ち，金子理事長，
井出学長，矢﨑同窓会会長，さらに
器材等の導入にご協力戴いたモリタ
製作所の社長による完成披露のテー
プカットが行われました。（写真）

矢﨑執行部の重点課題の一つに“大学とのさらなる連携強化”があります。大学では新入生の学外セミナー，水道
橋病院での口腔外科診療室の完成，高度歯科医療センターの開設，学生海外研修制度（エレクティブスタディ）が実
施され，矢﨑会長はそれぞれ出席され大学との連携を積極的に進めています。
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毎年新入生にたいしてこれからの
大学生活をより円滑に送れるように
と，毎年，大学により開催されてい
る，新入生の学外セミナーが本年も
木更津にある研修施設の上総アカデ
ミヤパークにて６月２０日，２１日，２２
日に行われました。
いくつかのグループに分かれての
ディスカッション，社会人としての
教養講座，さらに実際に食事をしな
がらの超一流ホテルマンによるディ
ナー時のマナー講座など大変充実し

た内容となっています。
このセミナーに中で，大学からの
依頼で，矢﨑同窓会長から新入生に
たいして，臨床の現場からのメッ

セージとして，社会における歯科医
療の重要性と臨床の実際についての
講義と，同窓会や歯科医師会の社会
的意義などについて話されました。

大学の新入生の学外セミナーが開催されました。

マナーに沿った楽しいディナー 矢﨑同窓会会長による新入生への講義

重点事業へのアプローチ
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大学の学生海外研修制度（エレクティブスタディ）への
同窓会からの支援

夏休み中に，各学年から選抜され
た学生が，海外の歯科大学施設など
において研修する大学の制度（エレ
クティブ スタディ）があります。
同窓会としても学生がより広い視野
を持つことは大変素晴らしい事で，
この大学の事業を支援しておりま
す。
２４年７月９日に千葉校舎の各学年
の教室にて学生全員の前で，井出学
長，矢﨑同窓会会長から選抜された
学生の表彰と，学長の訓示及び同窓
会会長からの激励の挨拶が行われま
した。
学生の時代から同窓会の存在と，
その意義を学生に理解してもらう上
で意義のあることと思われます。
２４年度は第１学年から第３学年ま
では各学年２名づつで（合計６名）
が台北医科大学とその関連施設に８

月１８日～２４日まで，第４学年から６
学年まで７名（６年生は３名）がカ
ナダのアルバー大学，カルガリー大
学に８月１７日～２４日まで出かけるこ
ととなっています。

なお１年生の表彰は６月２１日に木
更津の上総アカデミヤパークで行わ
れている新入生学外セミナー会場に
て井出学長，矢﨑同窓会会長より行
われました。

重点事業へのアプローチ
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会 務

平成２４年７月１日午後１時より本
年４月から新１年生が勉学に勤しむ
水道橋さいかち坂校舎４階第一教室
において，平成２４年度東京歯科大学
同窓会学年代表者会が開催された。
本会は，本部同窓会がクラス会の
代表との対話の場として昨年より設
けられ，同窓会と東京歯科大学との
共同で開催された。昭和１７年卒業（一
志会）の長谷川正康先生を筆頭に，
今春卒業した石川宗理先生（創絆
会）まで，５５学年５５名の代表者と大
学，同窓会関係者２７名の総勢８２名が
出席し，財部正治総務担当常任理事
の進行で進められた。
開会に先立ち，１２時３０分より，移
転計画の第一弾として３月末に完成
したさいかち坂校舎の見学会が行わ

れた。新校舎は，地上８階地下１階
のコンパクトながら機能的に設計さ
れたビルで，４月より１年生が新し
いキャンパスライフを満喫している
とのことである。
佐瀬俊之副会長（大学連携，大学
移転担当）の開会の辞に続き，金子
譲法人理事長からは，「大学と同窓
会が共に進んでいきたい」また，
矢﨑秀昭同窓会長からは，「大学と
同窓会が共同で開催できたことを嬉
しく思う。大学側では，今春の国家
試験合格率№１，移転などがスムー
ズに進んでおり，日本における歯科
界の現状は大変厳しいが，同窓会と
しては血脇ホールの建設という面で
大学に支援をしてきたい。更に，こ
の伝統に育まれた母校が今後とも歯
科大学の雄として輝き続ける様皆さ
まと共に進んでいきたい」と挨拶が
あった。
出席者の紹介のあと，大学側から
「大学の現状」と題して，現在の大
学運営について現場からのお話と大
学の中長期的な計画について法人理
事長からのお話を伺った。

⑴ 大学移転，学務に関して
（井出吉信学長）

「２０１２年メインキャンパスを伝統
の地水道橋に」と謳った移転も順調
に進み，４月から，さいかち坂校舎
に新入生を迎えた。新校舎竣工では
同窓会からいただいたお祝いで学生
に電子レンジを購入し設置しまし
た。学生は大変喜んでおります。こ
のような事からも同窓会の大切さを
学生に知らせております。都会の大
学ということで体育の授業は錦糸町
のスポーツクラブを貸し切りで行
い，思った以上に好評である。ま
た，授業の後稲毛へ移動してクラブ
活動も盛んに行われている。移転と
建設に関しては，TDCビル新館，
血脇ホールの完成予想図を示し，現

平成２４年度東京歯科大学同窓会学年代表者会 開催
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在のTDCビルと同様に高級感のあ
る素晴らしいビルが来年完成する。
現在，本館校舎を中心に隣接地の取
得も進み，将来的にはTDCビルを
一体に広げ更なる進歩を目標として
いるが，これは若い世代の人達が進
めてくれることを期待する。歯科大
学の現状としては，日本の人口動態
から見て順調に進んでも大学の定員
割れは危惧されるが，幸い本学の学
生は大変優秀な生徒が多く国家試験
の合格率から見ても「授業料は高い
がきちんとした教育をしてくれる」
という評価をいただいている。文科
省からも高い評価を頂いていること
から授業料のダンピング合戦に飲み
込まれない様質の高い大学を維持し
たいと考える。更に血脇イズムを継
承した人間形成として，東京歯科大
学の成り立ちから医療人としての態
度，マナー，接遇などの教育も取り
入れ，一流人としての歯科界のリー
ダーを輩出すべく同窓会と一体と
なって取り組んでいきたい。
⑵ 学事について
（石井拓男副学長）
現在，国家試験は厚労省からの国
家試験合格ラインの引き上げと文科
省からの歯学部定員減という要請で
大変厳しい状況の中，特別な対応を
とり学生もそれに対応しているが，
平成２６年からは更にレベルアップが
予想されている。
⑶ 水道橋病院改装について
（一戸達也水道橋病院長）
本年１月より，２階において総合
歯科，口腔外科の診療をスタート
し，１日４００名～７００名の患者が来
院，ユニット４０台で１日１０回転とフ
ル稼働している。白山通り沿いから
東京歯科の病院であることがわかる
ようアピールし，新しい設備として
は，患者サービスのワークショップ
からの意見で授乳室が設けられた。
TV番組「アド街っく天国」で第７

位，神田三崎町の「歯のことならお
まかせ」としてとりあげられた。
⑷ 法人より
（金子 譲法人理事長）

学納金に関して，日本経済の動向
から考えると将来的には下げること
も必要と思うが，まずは移転を無事
成功させてから検討したい。大学の
統合・医学部新設に関しては其々メ
リットがあるものの現在は「大学の
質」の充実に努めることが，将来ど
のような状況になろうとも有利な展
開に繋がると考える。また医学部新
設は２０年後に来るとされている医師
過剰問題を重く受け取めている。
大学法人としてこれからの東京歯
科がどうあるべきか…中長期的な計
画をソフト・ハード面から策定する
必要がある。大学の現場としては，
質の高い学生に対し手厚い指導と科
学的な根拠に基づいた教育を，病院
としては水道橋を中心に市川総合病
院，千葉病院や関連病院など今後の
歯科医学の発展には医科との連携が
更に必要と考えている。勉学と人間
性の涵養の両面において，歯科医師
たる前に人間たれという伝統的な血
脇イズムを教育指針とし，その中で
建学の精神を汲み取り積み上げるこ
とが大切と考えている。また，法人
として本学の歴史的な立ち位置をよ
り明確にするため「東京歯科大学の
歴史と伝統を検証する会」を発足さ
せている。そして今後も学生の質を
維持し，教育・研究・診療ともに歯
科界の先導的な立場として同窓会と
一体となり，東京歯科大学を更に進

歩させたいと考える。

休憩をはさみ，本部同窓会からは
以下の題目があった。
⑴ 会務報告
（髙橋義一専務理事）
現在同窓会の最大の懸案事項とし
ては，会費収入の減少，若い会員の
未入会が上げられている。その対策
として，本年度から若手ネットワー
ク委員会が設立され，積極的に様々
な事項を検討している。今後は在校
生とも連携を持ち，在学中は準会員
として同窓会と関われるようにし，
大学や同窓会との繋がりが卒業と同
時に切れてしまわないよう意見を取
り入れる。また，卒業後の進路支援
として関連病院や開業医での臨床見
学システムを準備する。卒業後５年
間を重点的に，歯科医師としてのス
タートを同窓会としてバックアップ
し，節目の年齢での同期会開催を同
窓会で支援する。会費については，
減額して一括納入とすることなどを
検討している。学年代表者会の開催
については，しばらくは大学との連
携という意味から共催とする。その
他，国家試験不合格者への支援。
様々な情報の伝達として情報ネット
の活用と同期会での拡散。などを検
討している。そして最後に，大学へ
の支援として，国試合格率，新入生
のレベルともにトップクラスに引き
上げた母校への感謝の気持ちと，血
脇先生を称え血脇イズムの継承とい
う意味でも是非血脇ホール建設の寄
付をお願いしたい。
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⑵ 若手ネットワーク委員会からの
提案
（佐々木葉子委員）

委員会では，若い先生にとって魅
力ある同窓会となるため，今何が必
要で何を学びたいと思っているの
か，生の声を聞き要望を取り入れて
いきたいので，是非，要望を聞かせ
てほしい。大学，開業医，関連病
院，様々な架け橋になるのが同窓会
であり，若い先生方の素晴らしい能
力を無限に大きく開花させる知恵を
持っているかもしれない。東京歯科
の同窓会では沢山の活躍している先
生がいるので，是非活用していただ
きたい。せっかくの同窓会を使わな
いのはもったいない。是非とも同窓
会に入会してさらに飛躍していただ
きたい。そして今日のこのことを友
人に横の繋がりとして伝えてほしい。

その後，協議事項として「同窓会
の未来と期待」というテーマで宮地
建夫副会長を座長に，若い先生方を
中心に同窓会へ期待することなどの
話を聞いた。若い先生方からは「同
窓会に入るメリットとして会員のみ
無料という講習会を開催してほし
い」「オープンセミナーを開催して
ほしい」「色々な情報を横に繋げる
ためにも，関連病院と連携して開催
してほしい」「水道橋病院などで
は，今までにもセミナーを開催して
いるが，なかなか情報が伝わらな
い」「今後地域に帰ってからも継続
的に研修を積んでいきたいので，地
域での開催も検討してほしい」「同

窓会と地域歯科医師会の入会につい
て」「女性の先生方の話を聞く機会
を充実してほしい」「卒業後数年す
ると，生活の基盤が変化してくる年
齢なので，出来るだけ負担にならな
い講習会開催を検討してほしい」
「大学に籍を置いていた者も外へ出
て開業する節目の年齢なので，同窓
会の開催を予定している。是非支援
をお願いしたい」などなど沢山の生
の声をきくことが出来たことは，同
窓会の今後にむけて大きな収穫だと
思う。今後は，話をしてくれた先生
方の期待に添えるよう様々な委員会
で検討を進め，出来るだけ早い時期
に実現することが期待される。
最後に浮地副会長より，「本日は
沢山の若い先生方からの意見をきく
ことが出来た。先生方の意見を聞い
ていると，この若い先生が同窓会に
入会していただけると，本当に心強
いと感じた。」と，本日の参加への
感謝の意を込め閉会となった。

その後，場所をさいかち坂から東

京ドームホテルへ移し，懇親会が開
催された。矢﨑会長の挨拶の後，本
日出席の最長老，長谷川正康先生の
お元気な乾杯のご発声とともに，懇
親会が催された。クラス代表者と本
部同窓会関係者が一堂に会して，情
報や意見の交換が行われ，ここでも
若い先生方からの更なるご意見をい
ただくことが出来た。本年から発足
した若手ネットワーク委員会に卒後
３年目までの先生を何らかの形で参
加してもらってはどうかというご意
見もいただき，今後，委員会や執行
部にて前向きに検討することとなっ
た。

追記）代表者会の翌日，この日参
加された若い先生から早速メールを
いただいた。その内容は，「個人的
ではありますが，留学について…」
という同窓会への希望が書いてあっ
た。彼の目はもう世界に向いている
のだ。個人的でも何でも良いのであ
る。こういった連携が今後に繋がる
のだと思うととても嬉しくなった。
ひとりずつでも良い。その人がまた
一人に伝えてくれれば，伝言ゲーム
のように同窓会の輪が世界中に広が
ることを期待したい。
「こぞりて磨かむ，未来は響けり…」
東京歯科大学同窓会の未来が明る
く輝くものであることを予感させら
れる素晴らしい時間であった。
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会務アラカルト

「より強い会員との連携」
矢﨑執行部では「より強い会員と
の連携」を重点課題に掲げ，日々の
執行に努力しております。これは前
大山執行部からの同窓会改革（事業
改革，組織改革）に続くもので，同
窓会員とのつながり，絆をしっかり
強めようとする会員レベルの改革で
す。各地域支部連合会・支部長会で
の本部役員との懇談，理事会での地
域理事からの報告，情報ネットの普
及などにより少しずつ本部から地域
支部連合へ，支部へ，そして同窓会
員の先生方との情報共有化が進んで
いるかと思われます。しかし，「よ
り強い会員との連携」のためには，
まだまだ解決すべき重大な問題が山
積しております。それは支部未加入
者の増加，若手同窓会員の同窓会離
れです。矢﨑会長は支部加入促進，
若手同窓会員，女性同窓会員との連
携強化を重点課題として，平成２５年
度からさっそく実施しようと考えて
おり，執行部が編成された１月以
来，各委員会ではこの課題に全力で
取り組み，鋭意その実現に向けて検
討を重ねてまいりました。

支部未加入の現状
この問題を説明するデータがいく
つかあります。グラフは，卒業年度
ごとの支部加入者の割合です。昭和
３５年卒から平成２３年卒業まで示して
あります。昭和３５年卒から昭和５８年
卒くらいまでは８割を超える支部加
入率を示しております。それが５９年
卒以降８割ラインを下回り，平成２
年卒頃からは６０％前後になり，平成
４年卒以降では６０から４０％と下がっ
てきています。「卒業した後何年は
勤務医で開業していないので支部は
加入しないよ」という説明も以前は

よく聞かれましたが，今は平成２４年
となり平成卒も卒後２０年を超えるよ
うになり，さすがに「勤務医だか
ら」という説明よりも，「若い人は
同窓会から離れだしている」という
声の方があっているかもしれませ
ん。現在の支部加入率は全体で７０％
ですが，このままですと６０％に，さ
らに将来は５０％を切ることもあり得
る懸念も感じます。
次に支部加入者と未加入者の会費
の支払者率を比較してみましょう。

グラフはそれぞれの会費支払者割合
です。卒業年度ごと，全体的に高い
方が支部に加入している人の割合
で，低い方は加入してない人の支払
者の割合です。支部長の先生方のご
苦労により支部加入している人のほ
とんどは会費を払っております。一
方支部に加入してない人の多くが会
費未納であります。このように支部
未加入，同窓会ばなれ，会費未払い
傾向が重なりますと，将来の同窓会
の組織基盤そして財政基盤をゆるが
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す大問題につながってくるのです。
一昨年支部未加入者にアンケート
調査を行ったことがありますが，未
入会の理由として「支部に加入する
ことを知らなかった」，「どこに連絡
したらよいかわからない」，「特に気
にしていなかった」という回答が多
くありました。卒業してしばらく同
窓会のことを意識しないですごし，
気が付いたときは会費未納がかさな
り，その結果自ずと同窓会から距離
をおく流れが考えられるようです。
そのようなことから，早いうちから
同窓会の存在を認識し，しかも何ら
かの同窓会の恩恵を感じるように
し，更に先輩との直接のつながりを
もてるような体制作りがまず基本と
なるわけです。

若手との連携推進のために
矢﨑執行部では，この重大課題を
解決するために執行部編成を大きく
変えました。若手ネットワーク委員
会を設置し，理事におきましても会
員，若手ネットワークの専任として
担当常任理事をおき，この若手ネッ
トワーク委員会を中心に学術委員
会，保険委員会，シンクタンク委員
会，大学連携委員会など事業推進部
との連携をとりながら事業を力強く
推進させる枠組みです。“待ちの体
制から若いうちから積極的に同窓会
の存在をアピールする”への戦略変
更ということで，矢﨑会長，髙野常
任理事が先頭に立って新入会員のオ
リエンテーション，臨床研修医の修
了式にも参加し若い人に同窓会を紹
介したり，また７月の学年代表者会
でも若手ネットワーク委員会から
佐々木委員と木暮委員とが出席し，
若手同窓にむかって“同窓会活動へ
の参加”，“支部加入”について熱い
メッセージを送っています。また母
校の方からは新入生へのフレッシュ
マンセミナーやエレクティブスタ

ディなどに矢﨑会長をお招きいただ
き，在校生に対して同窓会を紹介す
る機会を頂いています。
このように一つずつ推進の動きは
始まっておりますが，この度，平成
２５年度スタートをめざす強力な若手
同窓との連携推進案を，若手ネット
ワーク委員会を中心に事業推進部全
体でまとめてまいりました。この提
案は理事会でも提案され，平成２５年
度から実施の方向で進んでもよいと
いう基本的方針について合意を得，
その方向で評議員会に向けて進める
考えであります。最終的な案が固ま
るまで関係各組織はもちろん，同窓
会内部においてもすり合わせをして
ゆく必要があります。ここでは今後
の推移，進展により修正される点も
あるかと思いますが，若手同窓会員
との連携プログラムの原案を紹介す
ることにしましょう。

若手同窓との連携推進プログラム原
案
この原案は，単に若手同窓会員の
支部加入の数を増やし，会費の増収
を図ろうというものではなく，若手
同窓会員への支援を図りつつ，全年
齢層の同窓会員が全地域で繰り広げ
られる同窓会活動に参加する体制を
整え同窓会組織の一体化を図ろうと

するもので，これにより母校の伝統
的精神の高揚並びに発展を支える強
い基盤を作り，同窓会としては将来
の同窓会の可能性を広げようとする
ものなのです。
現在検討中の若手への事業案は，
母校在学生を，母校以外出身の大学
院生や臨床研修歯科医（準会員構
想），そして卒業後１０年までの同窓
会員を中心に展開するものと考えて
います。特に卒後１０年までは生涯研
修にとっても一生の方向性を左右す
る大切な時期であり，理想的な歯科
医師像を考え，迷わずその道へ進め
られるようサポートしてゆくことは
同窓会事業として高い意義をもつも
のであります。その大枠の中でさら
に特定した卒業後５年までは，臨床
研修歯科医としてのスタート，そし
て終了すると大学や地域の勤務医と
して大きく飛躍する時期であり，同
窓会としてはこの時期の若手同窓会
員を手厚く育成することを最重点課
題と考えました。
（準会員構想）対象は，母校在学
生，他校を卒業した母校大学院生，
母校三病院臨床研修歯科医です。た
だし，同窓会会員資格，義務，権能
などを強く意識するものではなく，
大学との連携をもとに時間をかけて
制度として築いてゆくものです。考
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えられるものとして，県人会を通し
た同窓会との連携，出身地登録と出
身支部からの応援，実習材料提供な
ど基礎・臨床実習関係の支援，クラ
ブ活動支援，臨床見学，進路情報の
提供と相談，エレクティブスタディ
への協力（学生の短期留学への助
成），優秀学生・大学院生の表彰，
各種学術事業の受講の優待など考え
ています。
（新進会員構想）従来あった臨床研
修医会員を５年間に拡大し原則本部
所属として卒業後５年間しっかりと
本部との連携をとってゆく構想で
す。平成２５年度若手同窓との連携推
進事業の中心をここにおき，歯科医
師が臨床に携わって行く上で重要な
生涯研修ではスタートの５年間を同
窓会が応援してゆこうとするもの
で，各種学術事業（支援セミナー，
優待，無料招待），各種若手ネット
ワーク事業（見学・支援システム，
クラス会（学年連絡会）開催，支部
ネットワーク担当との情報交流，広
報を通した情報交換など），若手学
年代表者懇談会での意見交換などを
考えています。この間支部連合や，
支部との連携もきわめて大切になり
ますので，支部連合会登録構想も考

えております。
（支部連合登録構想）この５年間，
会則上での「支部加入義務」を緩
め，その代り支部連合会への登録制
度を導入します。このようにするこ
とで，支部加入の意義をはじめ支部
についての情報提供が可能になりま
すし，例えば２年目，５年目など節
目の年に本部がクラス会を企画し，
クラス会活動促進とともに支部，地
域支部連合の同窓が直接コンタクト
できる機会をもらうようとも考えて
おります。
（地域の若手ネットワーク窓口構
想）準会員，新進会員，卒後６－１０
年会員の支援で重要となるのは地域
からの支援です。在校生，卒業生を
問わず，歯科医師の日々の活動や歯
科医療の現状，臨床見学，勤務や開
業のための情報交換など，出身地域
との交流から発せられることが有用
だろうと期待しています。若手同窓
会員にはできるだけ，出身地，勤務
地，住居地，将来の開業予定地など
限らず登録してもらうように進めて
いきますので，それに応えるよう各
県支部，あるいは地域支部連合会に
若手ネットワークの窓口としての若
い先生を紹介してもらうように進め

られればと考えています。
（会費減額構想）若手同窓の会費納
入状況は極めて低く，この未払いの
積み重ねによって若い同窓が同窓会
活動から離れる要因になっているの
ではと考えることができます。地域
支部連合での支部長の先生方との話
でも若い人には会費が高いのではな
いかとの意見，また委員会の先生方
からも多く同じ意見がでておりまし
た。現在卒後５年間の同窓会諸会費
について入会金，会費，共済金の減
額を検討中で，特にこの年齢では臨
床研修医の身分であったり，その後
大学院あるいは勤務して年数も少な
く現在の会費をはらうには十分な財
政力を持っていないことを認識して
検討してゆきたいと考えておりま
す。

重点課題として
若手支援に関することはかなり以
前より検討され，いろいろ実施され
てきています。たとえば前執行部の
同窓会事業改革の中でも若手支援セ
ミナー，学術セミナーなどの優待，
また試験的に地域を限定して支部未
加入の若手同窓へ支部加入の勧誘資
料の郵送を行ってきたりしていま
す。今回紹介した若手同窓との連携
推進事業はそれらの経験をもとに考
えられたものであり，実施にともな
い各委員会そして執行部の負担はさ
らに大きくなると予想されます。し
かしながら，この機に重点事業とし
て徹底して事業を展開することによ
り初めて事態が動き出すのではと思
われます。東京歯科大学同窓会１２０
周年を近くに迎えるに当たり，全国
同窓会員が総意・総力を結集され本
事業に応援していただけることを切
にお願いしたします。

会 務
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新血脇記念ホール建設への協力のお願い

来年竣工の新血脇記念ホールの建
設のための募金協力はお済ませで
しょうか。先生の周りにいらっしゃ
る同窓の先生に募金協力をしている
かのご確認をお願いできませんで
しょうか。一口２０，０００円で，できる
だけ多くの同窓がこの募金に協力し

てもらえるようお願いしておりま
す。母校と同窓会一体でこれからの
厳しい歯科の世界を乗り越え，歯科
界の牽引役となり社会に貢献しよう
という壮大な思いを抱き，そのため
の同窓にとっての象徴とすべき新血
脇記念ホールの建設です。このホー

ルにかかる建設費用を同窓会会員の
協力で完成されることを願っており
ます。平成２４年８月９日現在寄付申
し込み額は１７９，４７５，０００円です。目
標６，０００人から５億円のご協力をめ
ざしてお願いを続けております。

今回の寄付は大学への協力もありますが，もう一つ血脇先生を称えた新血脇記念ホールの建設の為でもありま
す。血脇先生は，東京歯科大学の発展のみならず，同窓会，歯科医師会組織の確立そして歯科医師の地位向上のた
め尽力された我々にとっての師であります。同窓一丸となり血脇先生を記念したホール建設に協力し，この建設に
当たり今後の歯科界をリードすべく血脇先生の熱い志をついだ人財育成に携わるようにし，このホールを我々同窓
の熱い気持ちの象徴としてゆこうではありませんか。そのためには目標額の達成，そして一人でも多くの同窓の協
力が不可欠であります。

会 務
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東日本大震災対策部会

この６月，矢﨑執行部では，理事者に被災地を訪れて
もらい，自分の目で見たもの，感じたことを地域にもっ
て帰って伝えてもらえるよう被災地視察を計画しまし
た。今回の視察には母校より金子理事長が参加され，全
行程ご一緒していただきました。また，前日行われまし
た移動理事会終了後の会合では，宮城県支部より黒澤
祐一支部長，小野 喬前支部長，田島 守監事，松尾
浩英理事においでいただき，宮城県での大震災の被害の
大きさ，そして現状の問題点などについて詳しくお話を
伺うことができました。また，小野前支部長におかれま
しては，今回の視察コースの計画にご協力いただきまし
た。ありがとうございました。
翌朝９時，自家用車組とバス組とで石巻市内の被災地
視察がスタートしました。石巻市は，大地震により起き
た大津波により甚大な被害が出たところです。津波で旧
北上川河口から逆流した水で旧市街地全域が，また，新
北上川河口から流域部が広域水没または浸水。さらに広
い地域にある各浜が壊滅的な被害を受け，多くの貴重な
命が失われました。特に大川小学校では多数の子供たち
の命が奪われるという痛ましい出来事がありました。
バスは市内丘陵地である日和山公園に向かいました。
日和山はかつて松尾芭蕉も訪れた景勝の地で，ここから
石巻市内を一望できる場所としても知られております
が，今回は被災したのちも復興せず家々もなく裸にされ
た旧北上側河口近くと太平洋沿岸の被災地を眼下に見る
ことになりました。ここでは昭和５４年卒業の鈴木 裕先
生が同級の杉山理事とのお話で日和山公園に来てくださ
り，公園から見る被災の状況と現状を説明してください

ました。
そしてバスは太平洋沿岸に向かい日和大橋に。日和大
橋の近くの緑地帯には超大きな缶詰が横になっていまし
た。津波で水産加工場から流されたもので，鯨の大和煮
の缶詰をシンボルにしたオイルタンクだったとのこと，
津波のすごさを感じさせるものでした。そしてバスは一
路野蒜（のびる）そして東名（とうな）の方へと向かい
ました。仙石線の駅がありましたが，震災により駅は壊
れ，線路も失われています。人々が普通の生活をしての
んびり電車をまつ東北の風景は一瞬にして失われ，一年
半たった今でも壊されたままであり心を痛めます。
さて，同窓会報での被災地の現状の報告を，今回視察
に参加された４人の地域選出理事にお願いしました。８
月号ではまずお二人の報告を掲載いたします。

大震災から１年半が経過しようとしています。最近では報道されるニュースも次第に少なくなり，被災地での復
興・復旧はつい順調と思ってしまわれるのではないでしょうか。対策部会では，被災地域の支部との密なる連絡をと
り，同窓会報などを通して，復興・復旧の現状そして被災された方々の気持ちなどを伝えてゆこうと考えています。

小野 喬先生 松尾浩英先生 田島 守先生 黒澤祐一先生

当時の様子を語って頂いた鈴木 裕先生
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③③
②②
①①

④④

① 鯨大和煮缶詰タンク ② 日和山公園より大橋を望む

③ 日和山公園にて視察中の理事長 ④ 仙石線東名駅の惨状

東日本大震災対策部会
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石巻大震災視察行（平成２４年６月１０日）

四国地域支部連合会選出理事 久保田 晃

前日の９日，同窓会役員は全国各
地より松島に集合，久しぶりの移動
理事会を開催した。
懇親会には金子理事長，地元の
前，現支部長先生もご出席いただ
き，これまでの状況を説明して頂い
た。特に新理事の皆さんの同窓会に
対する熱い思いを語る様には，苔の
生えた私などは終始圧倒されがちで
あった。
また，ここに書くのは場違いかも
しれないが，金子理事長のお話に触
れておきたい。それは東歯の水道橋
移転に相当に神経をとがらせている
向きがあり，日本歯科医史学会会誌
２９巻第３号（２０１２年５月）に「歯科
学術沿革史」高山紀斉講演，上村
伸吾筆記（１８９２年）において底本の
存在を明記していないのは，学徳上
アンフェアであるという趣旨の論文
が載っていることに違和感を抱いて
おられた。
翌１０日９時，バスで三陸自動車道
を石巻へ。道路端の若葉が目にしみ
る平和な光景は石巻インターを下り
て港へと進むうちに様相一変，田園
の住宅地かと見えるのは，ほとんど
の家が流された後に辛くも建ち残っ
た住宅だが，よく見ると家の中を津
波が通りぬけて中は伽藍洞。タンク
がひっくりかえり，壁をはがされ

て，骨組みだけが残った工場など，
バスの中は声もない。
高台の日和山公園で鈴木 裕先生

（昭和５４年卒）が迎えて下さり，
我々の顔を見て，思わず言葉に詰ま
るご様子に，被災以来の計り知れな
いご苦労を思う。対して我々は唯う
なずいてお話を聞くしかないのが申
し訳ない。
当時の様子，身元不明ご遺体確認
作業，個人的，また歯科医師会とし
ての多方面にわたる気の遠くなるよ
うなご活動を，公園の眺望のきくと
ころを回りながらお話しいただい
た。
先生とお別れして海岸の方の様子

を視察に行く。被害を受けていなが
らも一部で操業している工場。道路
の両脇に二段三段に延々と積まれて
いる唯の鉄の塊にすぎなくなった自
動車，単車。一見今でも走れそうに
見えるのもある。各所にピラミッド
のように整然と積まれた「がれきの
山」。そういえば昨夜の地元の先生
が，「全国各地の自治体は，どうし

一見何の変哲も無い住宅地に見えるが

今だに機能していない市立病院
（日和山公園より）

被災前の対岸

被災後の対岸

被災前の中瀬白い楕円形の建物は
石ノ森萬画館

被災後の中瀬

道路端に延々と続く被災自動車の山

台形に積み上げられた瓦礫の山

東日本大震災対策部会
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石巻視察について

九州地域支部連合会選出理事 田 部 和 彦

て快く瓦礫を引きうけてくれないの

だろうか」とさびしそうに話してお
られたのを思いだす。
胸に重く響く，有益な視察を終え
て再び三陸自動車道へ戻り。途中見
る影もなく破壊された仙石線野蒜駅
を車窓から見学。それでも駅の周囲
に震災後建築されたと見える民家の
姿に復興へのエネルギを感じつつ，

仙台駅で解散。お世話役の財部常任
理事他に深謝。
（石巻市のデータ）死者３，１８２。う
ち歯科医師６。行方不明５５７。住家
の全壊２２，３５７。津波の浸水高鮎川で
７．６m。浸水面積７３平方キロ（県下
で最大）。

６月９日，宮崎空港より大阪着。
空港ロビーで，久保田先生にお会い
し，ご一緒させて頂き，軽い食事の
後，仙台空港に向かう。機中は穏や
かでした。仙台空港は，予想に反
し，賑わっていた為，復興が進んで
いるやに思った事でした。電車を乗
り継ぎ松島駅着。大観荘ホテルバス
にて一路ホテルへ。途中，道路沿い
の店はオープンしている処もあり，
安心したのですが，松島は湾になっ
ている為，他所より津波の被害は少
なめだったとの事でした。ホテル大
観荘は，山の頂上に位置したお陰
で，何事も無かったかの様なたたず
まいでしたが，ロビーで危うく転び
そうになり，びっくり。よく見る
と，地震による床の変形だと分かり
ました。如何に地震が凄かったか思
い知りました。懇親会では，宮城県
の４名の先生に出席頂き，色々とお
話されましたが，特にガレキの受け

入れ先が決まらず，大変困っている
との事。放射性物質の影響は無いの
で，各県は是非受け入れて欲しいと
の事でした。政府は，もっと頑張っ
て欲しいですね。
翌日バスにて，大観荘出発→三陸
自動車道→日和山公園→石巻市立病
院→日和大橋→巨大鯨大和煮缶詰→
日吉大橋→日本製紙工場→三陸自動
車道→仙石線野蒜駅を視察。１年以
上たっているのに，海岸沿いは人の
気配も無くゴーストタウン状態。処
どころに家の骨格だけで，窓はな
し，リフォームは無理ではないかと
思えました。津波の恐ろしさを肌で
感じました。日和山公園で，石巻市
の同窓，鈴木 裕先生が我々をお待
ち下さり，色々話を伺いましたが，
最初しばらくは，当時の状況を思い
浮かべると声が出なく，涙が出てく
るとの事で，我々一同も心で貰い泣
きした次第でした。

話は変わりますが，私が生まれた
のは昭和１６年で，第二次世界大戦が
始まり終戦が昭和２０年でした。私の
町は，宮崎市内から１６km離れてい
たお陰で，爆撃は免れ，家は残りま
した。小学校では食べ物は充分でな
く，他人の柿木や梅木に登り，柿・
梅の実を盗んでは，空腹を満たして
いました。主食はサツマイモの葉と
茎の雑炊で，当時，砂糖は無く，
しょう油，ミソも不足していたよう
です。後に砂糖の代わりにズルチ
ン，サッカリンを水に溶かして飲ん
でいました。米の代わりに，麦ごは
んで，美味しいとは程遠いものでし
た。私達の年代は，戦争のせいで苦
労が多かったと思い込んでいました
が，視察が終わってから，如何に甘
かったか思い知らされました。
東北地方の一刻も早い復興と，震
災でお亡くなりなされた方に心から
ご冥福をお祈り致します。

柱だけになった倉庫 外装だけになった家屋 石巻市民の決意

仙石線野蒜駅のホーム

東日本大震災対策部会
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学 術

２０１２年６月２８日（木），同窓会卒後
研修セミナー「有病者の歯科治療で
何を注意すべきか」～歯科治療時に
医療事故を起こす前に～が，水道橋
校舎１３階セミナー室にて行われまし
た。高齢化社会が進む中，歯科治療
を行うにあたりまず第一に念頭に置
いておくべき内容ではないでしょう
か？卒後間もないと思われる若手の
先生から，臨床経験豊富なベテラン
と思われる先生まで多数の先生方に
加え，金子 譲理事長も出席されて
いました。

まず学術委員である安藤友彦先生
より，ご自身の患者さんの症例を元
に主旨の説明がありました。そして
市川総合病院オーラルメディシン・
口腔外科学講座教授である片倉 朗
先生による「有病者の歯科治療をど
のようにマネージメントするか」の
講演に移り，歯科治療時にかかる精
神的かつ肉体的ストレスを考慮する
ことの重要性を，先生ご自身が受け
られた抜歯時，印象採得時のストレ
スを経験談として折り込まれ語られ
ました。
次に同病院麻酔科の小板橋俊哉先
生による「緊急時の対応」の講演が
ありました。まとめとして，・既往
歴のない患者が健康な訳ではな

い。・高齢者の二人に一人は有病者
である。・緊急時への対応も大事だ
がもっと大切なのは偶発症予防であ
る。と言われていました。「たぶん
大丈夫」＝「もしかしたらアウト」と
ならないためにも普段からモニター
装着を心掛けることの必要性を説い
ておられました。
続いて同病院内科の西田次郎先生
による「内科疾患と歯科治療－歯科
治療に必要な基礎知識」の講演でし
た。主に先生の専門分野である肝疾
患について，歯科でも知っておくべ
き検査値の説明があり，その中でも
総ビリルビン値に異常をきたす「G
ilbert 症候群」という絶食状態時に
黄疸が出るものについて教えて頂き
ました。また肝硬変の人への投薬に
おいては，マクロライド系，テトラ
サイクリン系の抗生剤，NSAID（ロ
キソニン，ボルタレン）等は避ける
ようにとのことでした。

その後学術委員の花井淳一郎先生
の進行によるディスカッション形式
で，基礎疾患を持つ患者さんの観血
処置をするにあたり内科の先生への
対診の手紙の書き方について話し合
いがなされました。６つの症例にお
ける手紙の内容が映像に示され，そ
れについての良否を聞くことができ

ました。実際に処置を行う歯科医
が，基礎疾患の知識のないままどの
程度の侵襲を患者さんに与えるのか
わからない内科医に対して，抜歯を
行ってもよいか？などといった無責
任な質問にならないように，各種疾
患の知識を得てポイントを押さえた
的確な文章を心掛けるように，と
いったドキッとさせられるようなも
のでした。

質疑応答の後，金子理事長がこの
セミナーについてお話され，各先生
方の講演の内容はとても身近で大変
役に立つものであったこと，加えて
このセミナーの構成が素晴らしかっ
たことを述べられ，高く評価されて
いました。
とても内容の濃い充実したセミ
ナーで，３時間があっという間に感
じられました。

（取材・広報部 小貫飛鳥）

卒研リポート２０１２
イブニングセミナー１

「有病者の歯科治療で何を注意すべきか」
～歯科治療時に医療事故を起こす前に～

19



５月１２日土曜日１０日間のマスター
コースになり２年目の今回，日本の
インプラント治療を代表する講師陣
が日替わりで講演や実習をしていた
だける充実した内容となっています。
今回より変わった点は，テキスト
が紙媒体ではなく，各受講生に１台
ずつ iPad がテキストとして配布さ
れ，その中には講演，実習のスライ
ド，動画が収められています。受講
生は，講義や実習を聞きながらＸ線
など細かい点は iPad 上で確認する
ことができ，受講後も復習できます。

＜第１日目＞
初日は，開講式の後，宮地建夫先
生による「欠損歯列の考え方」の講
演でした。３２年に及ぶ貴重な症例を
通して，どのように咬合崩壊が進
み，また守っていくのかを学びまし
た。

続いて武田孝之先生による「欠損
補綴におけるインプラントの役割」
の講演でした。何のためにインプラ

ント治療を行うのか。欠損歯列の病
態把握，前歯部の咬合支持の安定の
重要性などを学びました。

昼食後，宮地先生，武田先生によ
るディスカッションでは症例を通し
て，上減の歯列がいつ始まったか，
進行のスピードについてのお話があ
り，インプラントでの対処法を学び
ました。

続いて井上 孝先生による「イン
プラントのための臨床病理・病態」
非自己インプラントの病理，適応症
のチェックリスト，問題となる全身
疾患および薬剤，必要な臨床検査な
どについて学びました。

最後に小宮山彌太郎先生による
「インプラント臨床の基本」では先
生の臨床の基本から考え方詳細な術
前管理，術式まで詳しく教えていた
だきました。

＜第２日目＞
はじめに阿部伸一先生による「イ
ンプラントの解剖」の講演のあと口
腔解剖標本剖検の見学実習がありま
した。
舌下動脈，下顎管など有歯顎と無
歯顎の位置の違いなど，清書では得
られないインプラントにおいて必要
な解剖を，また神経線維の再生のメ

カニズムなどを解りやすく教えてい
ただきました。また実習において
は，受講生が実際に筋肉骨神経動脈
などの位置関係を触れることで習得
しました。

午後は一戸達也先生の「インプラ
ント手術時の全身管理」管理項目の
読み方，気管切開の実習を行いまし
た。
吉成正雄先生の「インプラントの
ための材料と表面構造」表面構造の
違い，表面処理を学びました。

卒研リポート２０１２
インプラントセミナー

マスターコース パート１

学 術
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＜第３日目＞
６月後半になり本日より本格的な
実習が始まります。

はじめに井上 孝先生による「イ
ンプラントのための臨床検査の応
用」臨床検査の重要性，服用薬剤，
基礎疾患について学びました。

松坂賢一先生による「インプラン
トのスタンダードプリコーション」
滅菌，消毒のポイントについて学び
ました。

矢島安朝先生による「埋入時の医
療事故とその対応 インプラントの
外科手技の基本」では外科処置の基
本的な手技や，動脈損傷などの応急
処置などの講演がありました。

ブタ顎を使った「外科手技実習」
では，切開・骨膜剥離・縫合の基本的
な手技のほかに，減張切開・オトガ

イ神経の確認などを習得しました。

上顎洞粘膜の付いた模型にて，上
顎臼歯部欠損へのリフティングドリ
ルを用いた上顎洞挙上術（オステオ
トームの併用）では上顎骨と洞粘膜
の間に穿孔させる感覚を体得しまし
た。

＜第４日目＞
本日はいよいよ小宮山彌太郎先
生，関根秀志先生によるブローネマ
ルクインプラントのドリリング・埋
入・印象採得の実習でした。

実習の合間には小宮山先生がホワ
イトボードに臨床の要点などのレク
チャーがありました。

この４日間で前半を終えました
が，後半も充実した内容を期待でき
るものとなりました。

（取材・広報部 島田 篤）

４日目の埋入自習模型：
下顎前歯部に１本，臼歯部に２本埋入
しました。

学 術
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保 険
平成２４年の診療報酬改定が行われてから４カ月がたとうとしております。今回は周術期の口腔管理等が新しい
項目として入って来ましたが，医科との連携上，取扱いに戸惑っている方も多くおられると思います。厚労省か
らは，それらの補足説明として，３月３０日より７月３日までに７回の疑義解釈資料が出されております。
今回は，上記周術期の口腔管理を含め，疑義解釈の意味合いをわかりやすく解説し，明日からの診療にお役立
て頂ければと思っております。

主な疑義解釈の解説（Ｈ２４その１～７より抜粋）

【初再診】
再診時歯科外来診療環境体制加算

（問） 歯科外来診療環境体制加算の施設基準適合の届出をした保険医療機関において，１日２度来院した場合
であっても，同日２回目の再診時に再診時歯科外来診療環境体制加算を算定しても差し支えないか。

（答） 差し支えない。

《解説》再診時歯科外来診療環境体制加算は再診料に対する加算のため，１日２度来院であっても再診料を算定で
きる場合は加算できます。

【医学管理】
歯科衛生実地指導料

（問） 歯科疾患管理料に係る文書提供が３月から４月に変更になったが，歯周病安定期治療で来院間隔が３月
以上になった場合，歯科衛生実地指導料に係る文書提供はどのように扱うのか。

（答） この場合においては，当該指導料に係る指導を実施した時点で文書提供を行うこと。

《解説》歯科衛生実地指導料は３月に１回文書提供を行なうよう定められていますが，SPT期間中で治療間隔が
３月を超えた場合は，その間隔で指導を行なった時に文書提供を行なえば算定できます。

周術期口腔機能管理計画策定料，周術期口腔機能管理料

（問） 周術期口腔機能管理が必要とする患者は様々なケースが考えられるが，う蝕や歯周病等がない場合等に
ついては，当面は「術後合併症」という傷病名を用いて算定して差し支えないか。

（答） 差し支えない。

《解説》歯科疾患病名が無い場合でも，周術期における肺炎予防のために口腔ケアを必要とした場合は，「術後合
併症」病名で周計，周管を算定できます。

（問） 同日に周術期口腔機能管理計画を策定し，併せて周術期口腔機能管理を行った場合は，周術期口腔機能
管理計画策定料及び周術期口腔機能管理料を同日に算定しても差し支えないか。

（答） 差し支えない。

《解説》周管は周計を算定後であれば同日でも算定できます。

（問） 周術期口腔機能管理における管理計画書や管理報告書について，特に定められた様式はあるのか。
（答） 特に様式は定めていないため，通知に記載されている内容が含まれていれば差し支えない。

《解説》①基礎疾患の状態・生活習慣②主病の手術等の予定③口腔内状態（現症及び手術等によって予想される変
化等）④周術期の口腔機能の管理において実施する内容⑤主病の手術等に係る患者の日常的なセルフケア
に関する指導方針⑥その他必要な内容⑦保険医療機関名及び当該管理の担当歯科医師名を記載して下さ
い。

22



（問） 骨髄移植の手術は，必ずしも全身麻酔下で実施するわけではないが，その周術期の管理をした際に，周
術期口腔機能管理計画策定料及び周術期口腔機能管理料は算定できるのか。

（答） 骨髄移植の手術を実施する患者については，必要がある場合は，周術期口腔機能管理計画策定料及び周
術期口腔機能管理料の対象として差し支えない。

《解説》骨髄移植を受ける患者さんは，周術期に無菌的な環境下で管理を行なう場合もあることから，全身麻酔下
の手術でなくても口腔ケアの必要性があれば周計，周管を算定出来ます。

周術期口腔機能管理計画策定料

（問） 手術を実施する保険医療機関が歯科診療科を有する場合であっても，他の歯科医療機関で周術期口腔機
能管理計画策定料を算定して差し支えないか。

（答） 手術を実施する保険医療機関の歯科診療科の有無に関わらず，当該保険医療機関から周術期口腔機能管
理に係る計画の策定の依頼を受ければ，周術期口腔機能管理計画策定料を算定することは差し支えな
い。なお，周術期口腔機能管理計画策定料は，当該手術に係る一連の治療を通じて１回に限り算定でき
る取扱いである。

（問） 同一患者について，手術を行う保険医療機関と，連携する保険医療機関の双方で周術期口腔機能管理計
画策定料を算定できるのか。

（答） いずれかの保険医療機関で算定する。なお，周術期口腔機能管理計画策定料は当該手術等に係る一連の
治療を通じて１回に限り算定するものである。

《解説》周術期に口腔ケアを必要とした患者さんに対し，周計は連携するいずれかの医療機関で１回だけ算定でき
ます。尚，手術をしない医療機関が周計を算定する場合は，手術を行なう医療機関からの文章による依頼
（情報提供書）が必要です。

（問） 術前に周術期口腔機能管理計画を策定せずに，術後に当該計画を策定した場合に，周術期口腔機能管理
計画策定料を算定しても差し支えないか。

（答） 差し支えない。

《解説》手術前ではなく，手術後に周計を行ない，その後に周管を算定する場合もあります。

【検査】
歯周病部分的再評価検査

（問） 歯周外科手術後に行う検査については，口腔内の状況に応じて歯周病部分的再評価検査又は歯周病検査
のいずれかを実施して算定しても差し支えないか。

（答） 差し支えない。

《解説》歯周外科後に歯周病部分的再評価検査（１歯１回のみ）を行わず一口腔全体の精密検査を行う事も可能で
す。ただし検査の算定日については，歯周病の診断と治療に関する指針によると歯周外科手術の後，P部
検またはP精検までは原則として２～４週以降に行うとありますのでご注意ください。

【在宅医療】
歯科訪問診療料

（問） 歯科訪問診療時にやむを得ず治療を中止し，２０分未満であっても歯科訪問診療料が算定できるのはどの
ようなケースか。

（答） 治療中に患者の容体が急変し，医師の診察を要する場合等である。

《解説》今改定で，患者の容体が急変し，予定していた訪問診療を途中（２０分未満）で切り上げなければならなく
なった場合でも訪問診療料を算定出来ます。尚，その場合は摘要欄に急変後の対応を含んだ患者さんの状
態，訪問日，実施時刻（開始と終了），訪問先をご記載下さい。

保 険
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（問） 診療報酬明細書の全体の「その他」欄または「摘要」欄の記載にあたり，歯科訪問診療を実施した場合
は，患者の状態を記載することになっているが，どのような内容を記載するのか。また，歯科訪問診療
の都度，当該内容を記載する必要があるのか。

（答） 診療報酬明細書の記載については，主治の医師や家族等からの情報により，歯科訪問診療を受ける患者
の状態が客観的に判断できる内容（例：脳梗塞で通院困難）で差し支えないこと。なお，当該内容につ
いては，同一月内で２回目以降に歯科訪問診療を実施する場合であって，患者の状態に変化がない場合
は記載を省略しても差し支えない。

《解説》訪問診療を必要とする状態例として「脳梗塞で通院困難」，「大腿骨骨折で通院困難」，「老衰にて通院困
難」や「重度の認知症で通院困難」等が考えられます。患者さんの身体的又は精神的理由等を記載して下
さい。又，複数回の訪問診療であっても，患者さんの状況に変化が無い場合は初回の理由のみの記載でか
まいません。

歯科訪問診療補助加算

（問） 診療時間が２０分未満で歯科訪問診療料が算定できず，初診料又は再診料を算定する場合は本加算は算定
できないと解してよいか。

（答） 貴見のとおり。

《解説》在宅療養支援歯科診療所に勤務している歯科衛生士が，その勤務先の歯科医師を補助し２０分以上訪問診療
を行なった場合，歯科訪問診療料と歯科訪問診療補助加算が算定出来ますが，診療時間が２０分未満の場合
は，歯科訪問診療料を算定できず初診料又は再診料となりますので，歯科訪問診療補助加算の算定は出来
ません。

【投薬】
処方せん料（一般名処方加算）

（問） 数種類の処方薬のうち，１種類だけでも一般名で処方されていれば他の処方薬が銘柄名で処方されてい
ても算定できるという理解で良いか。

（答） そのとおり。ただし，後発医薬品のある先発医薬品及び先発医薬品に準じたものについて一般名処方し
た場合に限り算定できる。従って，後発医薬品の存在しない漢方，後発医薬品のみ存在する薬剤等につ
いて一般名処方した場合は算定できない。

《解説》処方せんを出す場合，１種類だけでも後発医薬品のある薬剤において一般名処方を行なえば，一般名処方
記載加算（２点）を加算できます。ただし，後発医薬品のない薬剤や漢方に関しては算定出来ませんの
で，処方する薬剤の状況をご確認ください。

（問） カルテには，できるだけ詳しい情報を記載しておくことが望ましいとは思うが，一般名を記載した処方
せんを発行した場合に，実際に調剤された薬剤の銘柄等について保険薬局から情報提供があった際に，
薬剤の銘柄等を改めてカルテに記載しなければならないのか。

（答） 改めてカルテに記載する必要はない。発行した処方せんの内容がカルテに記載されていればよい。

（問） 一般名を記載した処方せんを発行した場合に，カルテにはどのような記載が必要か。
（答） 医療機関内で一般名又は一般名が把握可能な製品名のいずれかが記載されていればよい。

《解説》一般名処方を行なった場合，調剤薬局から処方する薬剤の確認があります。その薬剤が該当疾患に適応が
あるか必ずご確認ください。この場合，最初の処方せんの内容はカルテに記載されておりますので，指定
された薬剤は改めてカルテに記載しなくてもかまいません。また，カルテには一般名でも製品名でもどち
らを記載してもかまいません。

保 険
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（問） 一般名処方加算については，後発医薬品のある先発医薬品について一般名処方した場合に算定できると
あるが，後発医薬品が存在するすべての医薬品を先発医薬品として，一般名処方加算の対象としてよい
か。

（答） 一般名処方加算については，後発医薬品のある先発医薬品について一般名処方した場合に算定できると
しており，この場合の「先発医薬品」とは，昭和４２年以後に新薬として承認・薬価収載されたものを基
本としているところであるが，昭和４２年以前に承認・薬価収載された医薬品のうち，価格差のある後発
医薬品があるものについては，「先発医薬品に準じたもの」とみなせることから，これらについても一
般名処方加算を算定できることとする。なお，一般名処方マスタの対象範囲の拡充にあたり，保険医療
機関・保険薬局では準備・対応に一般的に数ヶ月程度を要するものと承知しているが，円滑な実施のた
め，「先発医薬品に準じたもの」も含め，一般名処方の加算対象となる成分・規格を全て網羅した一般
名処方マスタが整備されている。

《解説》昭和４２年以後に新薬として承認・薬価収載された医薬品のみを「先発医薬品」と定義すると，先発医薬品
の無い後発医薬品が存在してしまうという矛盾が生じてしまったため，昭和４２年以前に承認・薬価収載さ
れた医薬品のうち，価格差のある後発医薬品があるものを「先発医薬品に準じたもの」と位置付け，一般
名処方加算の対象としたとご理解ください。（例：カロナールを処方する場合，一般名「アセトアミノ
フェン」の記載により加算は可能です）

【処置】
周術期専門的口腔衛生処置

（問） 同日に訪問歯科衛生指導と周術期専門的口腔衛生処置を算定しても差し支えないか。
（答） 歯科治療上必要があって実施した場合は算定しても差し支えない。

《解説》歯科の無い病院へ赴き，周管１又は３を算定する場合，病院へは「歯科訪問診療」にて算定する取扱いで
すので，この時，歯科衛生士による訪問歯科衛生指導と術口衛を実施した場合は，それぞれ算定できま
す。

機械的歯面清掃処置

（問） 機械的歯面清掃処置は同一初診期間中に歯科疾患管理料又は歯科疾患在宅療養管理料を算定していれ
ば，当月に当該管理料の算定がなくても当該処置を算定しても差し支えないか。

（答） 差し支えない。

《解説》今改定で歯清が処置へ独立したため，１回目の歯管が算定されていれば，次月以降に歯管算定がなくとも
歯清単独の算定が可能になりました。

【歯冠修復及び欠損補綴】
金属歯冠修復

（問） 咬合圧等の関係から，接着ブリッジの支台歯として，失活歯の大臼歯に対して全部金属冠による金属歯
冠修復を行った場合はどのように取り扱うのか。

（答） この場合の大臼歯の金属歯冠修復は全部金属冠で算定して差し支えない。

《解説》接着ブリッジは１歯のみ接着冠があれば，他方の支台歯は FMCの形成及び FMCの算定が可能です。ま
た平行測定の算定も可能です。

保 険
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母 校 だ よ り

女子野球ワールドカップ代表に直井友紀さん（第２学年）が選出‼

来る８月１０日（金）～１９日（日）まで，カナダ・エド
モントンで開催される「第５回女子野球ワールドカッ
プ」に本学第２学年直井友紀（なおい ゆき）さんが，
選出されました。
女子野球ワールドカップは，２００４年から２年ごとに開
催されており，カナダ・日本・米国・オーストラリア・
台湾・キューバ・ベネズエラ・オランダの８カ国が参加
し，日本は今回大会史上初の３連覇に挑みます。
直井さんは，代表選手２０名に，外野手部門として選出
されました。日頃は，千葉キャンパスで勉学に勤しみな
がら，埼玉県に拠点をおく「侍」という女子硬式野球
チームで練習をしています。
去る７月２４日（火）には，水道橋校舎５階学長室にお
いて，井出吉信学長から激励され，カナダでの活躍を誓
いました。

別刷りの「平成２５年度 母校受験に関する同窓会員各位へのお願い」にもあるように，母校はより良い大学と
して歯科界のリーダを育てることを目標に努力を続けています。その基本となる思想が以下の「アドミッショ
ン・ポリシー」と「ミッションステートメント」です。是非，ご子弟，お知り合いの方に受験をご推奨くださ
い。

アドミッション・ポリシー
建学の精神である「歯科医師たる前に人間たれ」を基
本に，人物・学力ともに優秀で，将来，国民医療に貢献
する歯科医療担当者としての能力・適性を充分に有する
者を求めている。

１．医療人としての倫理観や高い人間性を，常に向上心
をもって追求しようとする意欲のある者

２．歯科医学を学ぶための充分な資質と基礎学力を有す
る者

３．口腔の健康管理を通し，国民医療に貢献しようとす
る意欲のある者

４．問題解決能力や変革意欲の高い者

５．他者との協調性を大切にできる者

ミッションステートメント
東京歯科大学は，創立（１８９０年）以来，大学づくりに
真摯な姿勢で取り組んでいます。それは，これから入学
する人に，いま勉学に励む学生に，そして卒業した先輩
たちに対して誠実でありたいからです。建学以来受け継
がれる精神を信念に，あなたと一緒に成長していく大学
です。

１．ライフ・サイエンスに基づいた「歯科医学」と先進
技術に基づいた「歯科医療」の展開

２．医療の心である「ケアの精神」に基づいた歯科医療
の実践のための人間性教育

３．保健医療につながる他領域との組織的連携と実践の
ための能力養成

４．地域・国およびグローバルな規模での保健医療にコ
ミットメントする人材の育成

東京歯科大学Guide ２０１３より

井出学長から激励をされる直井さん
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２．出願資格

推薦入学選考（一般公募制）
次の各条件を満たし，かつ高等学校長が責任を持って推薦する者。
１．平成２４年３月高等学校卒業者または平成２５年３月高等学校卒業見込の者。
２．人物・性格ともに優れ，健康である者。
３．入学を許可された場合，必ず本大学に入学することを確約できる者。
帰国子女・留学生特別選抜
次の各項のいずれかに該当する資格を有し，入学を許可された場合，日本語での授業を理解できる者。
１．外国において，学校教育における１２年の課程を修了した者または修了見込の者またはこれらに準ずる者で
文部科学大臣の指定した者。
２．スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロレア資格を有する者で，
平成２５年３月３１日までに１８歳に達する者。
３．ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア資格を有する者で，平成２５年
３月３１日までに１８歳に達する者。
４．フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を有する者で，平成２５年３月３１日
までに１８歳に達する者。

編入学試験A・B，学士等特別選抜A・B共通
次のいずれかを満たす者とする。
①４年制大学卒業者または平成２５年３月卒業見込の者。
②医療技術系短期大学を卒業した者または平成２５年３月卒業見込の者。
※医療技術系短期大学とは，看護・歯科衛生・歯科技工・臨床検査・診療放射線・理学療法・作業療法・臨床工
学・言語聴覚等の分野を履修する短期大学

③４年制大学に２年以上在学し，所定の単位を取得した者。
※所定の単位は，総単位数６５単位以上とし，うち数学・物理学・化学・生物学に関する科目について合計１６単位
以上を必要単位数とする。

入試制度 募集人員 出願期間
（期間内必着） 試験日 合格発表日 試験会場

推薦入学選考 約４５名

平成２４年１１月１日
～

平成２４年１１月６日

平成２４年
１１月１０日

平成２４年
１１月１３日

東京会場：
東京歯科大学水道橋校舎
大阪会場：
天満研修センター
福岡会場：
TKP天神シティセンター

帰国子女・
留学生特別選抜 若干名

編入学試験A 若干名
東京歯科大学水道橋校舎

学士等特別選抜A 若干名

一般入試（Ⅰ期） 約５０名
平成２４年１２月１７日

～
平成２５年１月２８日

平成２５年
２月２日

平成２５年
２月６日

東京会場：
東京歯科大学水道橋校舎
大阪会場：
天満研修センター
福岡会場：
TKP天神シティセンター

大学入試センター利用
試験（Ⅰ期） １３名

一般入試（Ⅱ期） 約１５名

平成２５年２月１９日
～

平成２５年３月５日

平成２５年
３月９日

平成２５年
３月１２日 東京歯科大学水道橋校舎

大学入試センター利用
試験（Ⅱ期） ５名

編入学試験B 若干名
学士等特別選抜B 若干名

平成２５年度東京歯科大学入学案内（東京歯科大学入試要項より）
１．入試日程一覧 （全募集人員１２８名：編入学除く）

※編入学試験A・Bは，２年次に編入学

母校だより
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３．試験内容

※１ 一般入試（Ⅰ期，Ⅱ期）学力試験出題範囲
外国語 英語：英Ⅰ，英Ⅱ，リーディング，ライティング，およびオーラルコミュニケーションⅠ，Ⅱに共通

な事項。ただし，実際に音声を使ったリスニングテストは行わない。
数 学 数学：数Ⅰ，数Ⅱ，数Ａ，数Ｂ。なお，数Ｂは［数列］と［ベクトル］を出題範囲とする。
理 科 物理：物Ⅰ，物Ⅱ［ただし，学習指導要領に示された物理Ⅱのうち以下のものを除く。

「⑶物質と原子」の「イ 原子，電子と物質の性質」，「⑷原子と原子核」］
化学：化Ⅰ，化Ⅱ
生物：生Ⅰ，生Ⅱ［ただし，学習指導要領に示された生物Ⅱのうち以下のものを除く。

「⑶生物の集団」］
４．学納金 （全入試制度共通）
入学金 ６００，０００円（入学時のみ）
授業料 ３，５００，０００円
歯学教育充実費 ４，３００，０００円（入学時のみ）
施設維持費 １，０００，０００円
合計 ９，４００，０００円
―受験科目詳細・入学手続きその他詳細は［入試要項］をご覧下さい―
（入試要項は，大学教務課に資料請求して下さい。webサイトからも請求可能
http : //www.tdc.ac.jp/college/applicants/index.html）

入試制度 選考内容・試験内容

推薦入学選考（一般公募制） ⑴ 小論文
⑵ 小テスト［外国語（英語），数学，理科（物理・化学・生物から
１科目を選択）］

⑶ 面 接
帰国子女・
留学生特別選抜

一般入試（Ⅰ期）

⑴ Ⅰ期 学力試験（出題範囲は※１参照）
① 外国語（英語）
② 数学
③ 理科（物理・化学・生物から１科目を選択）

Ⅱ期 学力試験（出題範囲は※１参照）
① 外国語（英語）
② 数学・物理・化学・生物のうち１科目を選択

⑵ 小論文
⑶ 面 接

一般入試（Ⅱ期）

大学入試センター利用試験（Ⅰ期）
⑴ 平成２５年度大学入試センター試験の受験科目
外国語 「英語（リスニングを除く）」
数 学 「数学Ⅰ・数学A」，「数学Ⅱ・数学B」の２科目
理 科 「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」，「生物Ⅰ」から１科目

⑵ 小論文
⑶ 面 接

大学入試センター利用試験（Ⅱ期）

編入学試験A
⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科の基礎知識問題）
⑶ 面 接（グループ面接・個人面接）

編入学試験B
⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科に関する基礎学力テスト）
※数学・理科については，数学，物理，化学，生物から１科目選択

⑶ 面 接（グループ面接・個人面接）

学士等特別選抜A
⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科の基礎知識問題）
⑶ 面 接（個人面接）

学士等特別選抜B
⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科に関する基礎学力テスト）
※数学・理科については，数学，物理，化学，生物から１科目選択

⑶ 面 接（個人面接）

母校だより
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みなさんは県人会というものをご
存知でしょうか。私の学生時代にも
既にありました。大学の組織とは全
く関係はありませんが同じ故郷を持
つ仲間として自主的な組織であると
のことです。学生時代に先輩，後輩
との関係いわゆる縦社会的な関係は
他にクラブ活動等があります。在学
中は主にクラブ活動が先輩からの情
報を得る場ですが卒業して地元に帰
ると同じ県人で学生時代から知って
いることはとても役立ちます。
そこで同窓会としても学生時代か
ら卒業してまでも続く絆ができる県
人会の取材をすることになりまし
た。また学生に同窓会の存在と活動
等を認識してもらうためにも重要と
考えました。
まず試みとして本会の大学関係の
常任理事であります河田教授にお話
をしたところ快くお引き受けいただ
き教授のご出身でもある四国県人会
を取材させていただくことになりま
した。
６月３０日（金）錦糸町のイタリア
料理店にて開催されました。残念な
がら６年生は出席できませんでした
が１年から５年生までで２１名の学生

と河田教授，岡林大学院生が出席さ
れました。はじめに河田教授より「四
国県人という同じ故郷を持つと言う
ことで何故か親しみが湧きます。在
学中はもちろん卒業してからもこの
素晴らしい関係を保ち大事にしてく
ださい」とご挨拶がありました。
四国県人会の学生は現時点で４６
名，各学年人数は，６年生１２名，５
年生５名，４年生６名，３年生８名，
２年生９名，１年生６名で，それぞ
れの出身県は，愛媛１８名，香川１０名，
徳島５名，高知１３名で千葉病院に
残っている先生は８名と研修医が１
名とのことです。先生方を含めると
５５名にもなるそうです。
遠いのに何故東京歯科を受験した
のか尋ねてみました。「すばらしい
教育が受けられること，やはり国家
試験の合格率が良いことです。」と
即座に返事が返ってきました。又今

年の国家試験の成績をご父兄が他歯
科大学出身であるにもかかわらず学
生本人以上に喜んでいたとのことで
した。改めて教育関係者の努力の賜
物であり東京歯科大学の同窓として
誇りに思いました。同窓会報誌を見
せ「全国８０００人の会員へ送られ，今
回の記事はここに掲載されます」と
伝えると「親は同窓ではないので実
家に送るため一部ください」との要
望もありました。もっと学生の時か
ら同窓会の存在を認識してもらい，
関わりを深めてもらう必要性を感じ
ました。それには実際に学生さんと
直に会い話をする機会を多く持つこ
とが重要で県人会訪問は一つの足が
かりになると思いました。最後にこ
の取材に関して河田教授，３年生の
杉さんに大変お世話になりました。
誠にありがとうございました。

（取材・広報部 臼田 準）

四国県人会訪問

母校だより
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平成２４年度父兄会定時総会にて第
６６代父兄会会長をお引き受けするこ
とになりました。鳩貝前会長をはじ
め，歴代諸先輩方が築き上げてこら
れたご功績を思うにつけ，責任の重
大さを痛感し，身の引き締まる思い
でございます。精一杯，任期を全う
したいと思いますので，一年間どう
ぞよろしくお願いいたします。
日頃より同窓会の皆様には，父兄
会事業へのご理解，ご支援を頂き，
深く感謝申し上げます。同窓会役員
の中には，父兄会役員をご経験され
た方も多く，ともに母校を支える会
として，強い絆を感じております。
父兄会は大学と家庭の連絡を密に
し，在学生の修学に万全を期すため
に必要な事柄を時代の要請に沿って
行っております。東日本大震災の際
には，傷害共済基金緊急災害対策準
備金から被災した大学と学生の家庭
に支援を行いました。また，貸与共
済基金は平成２４年度定時総会を経
て，正式に大学奨学金制度として発
足いたしております。そして，本年
度は，さいかち坂新校舎も竣工し，
記念すべき水道橋回帰の年となり，
大きな喜びと期待とともに新学年を
迎えることになりました。創立１２０

周年を経てなお一層の発展を続ける
大学と，微力ながら父兄会も「継承
と発展」の一翼を担い，共に歩んで
まいりたいと思っております。
さて，第１０５回歯科医師国家試験
では，我が東京歯科大学は国公立歯
科大学の中でも合格率がトップとい
う好成績を収めました。これは，
井出学長先生をはじめとする就学指
導関係者の皆様の並々ならぬご尽力
の賜物であり，深く感謝いたしてお
ります。国家試験が 選抜試験と
なった今日，合格は在学生，父兄の
念願となり，日々勉学に励む学生の
姿があります。合格後は，若き同窓
の歯科医師となり，研修を積み重
ね，将来の歯科医学界を担うリー
ダーとして，大いに社会貢献をする
ことが出来るものと期待いたしてお
ります。その為には，是非とも同窓
会の皆様方のお力添え，ご指導をい
ただけますようお願いいたします。
最後に，同窓会の皆様方のご健勝
とさらなるご活躍，母校東京歯科大
学の益々のご発展を切に祈念いたし
まして，父兄会会長の挨拶とさせて
頂きます。今後共，父兄会をどうぞ
よろしくお願いいたします。

このたび 任期満了により３月３１
日をもって父兄会会長を退任致しま
した。在任中は公私共に格別のご厚
情を賜りました事を謹んで御礼申し
上げます。
父兄会は，大学と家庭との連絡を
密にし在学生の修学に万全を期する
為に必要な事柄を行うことを目的と
し，願いは，充実した学生生活を送
り・卒業し・国家試験に合格し・就
業できる事です。
「２０１２年」は記念の年となります。
それは，歯科医師国家試験合格率全
国１位と水道橋移転（新１年生がさ
いかち坂校舎で授業開始）です。こ
れらは，大学支部をはじめとする同
窓会の皆様の長年にわたるご尽力の
賜物であり，衷心より感謝申し上げ
ます。と同時に歯科医療界だけでな
く多くの国民から注目注視される事

となりました。そして，今まで以上
に同窓が協力し合い生涯研修を重ね
更に高い目標を持って人々の健康の
為に行動しなければなりません。
そのような中，第１１７回卒業生１２８
名が同窓会に新入会しました。次の
世代を担う若い同窓が「歯科医師」
として「人」としてより成長し，有
用な人材に育ちますよう，同窓会の
皆様のご支援ご協力をお願い申し上
げます。併せて２４年度の新会長に就
任された小林一公会長は，心遣いが
細やかで行動力がありますので，こ
れまで以上に父兄会に対しましても
ご厚誼を賜ります様お願い申し上げ
ます。
終わりに，同窓会の益々のご発展
と会員の皆様のご健勝をお祈り申し
上げ，会長退任のご挨拶とさせて頂
きます。

父兄会だよ り

父兄会長就任の挨拶

新会長 小 林 一 公

父兄会長退任の挨拶

前会長 鳩 貝 尚 志
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支部のうご き

平成２４年度
東京歯科大学父兄会役員名簿

会 長 小 林 一 公
副 会 長 齋 藤 守
〃 中 村 隆
〃 森 田 正 純
〃 宮 吉 久 美

常務理事（庶務） 寺 本 信 三
〃 飯 島 俊 一

常務理事（会計） 小 山 亨
〃 荻 原 俊 美

常務理事（奨学） 齋 藤 正

常務理事（奨学） 髙 﨑 一 郎
常務理事（傷害） 川 崎 輝 子
〃 坂 入 道 子

常務理事（広報） 橋 本 東 児
〃 石 井 俊 昭

理 事 福 田 紳 一
〃 中 川 雅 晴
〃 石 和 久
〃 松 崎 英 雄
〃 小 林 容 子
〃 原 島 晃
〃 丹 沢 朝 彦

理 事 村 上 雅 一
〃 瀧 上 恵美子
〃 藤 関 雅 嗣
〃 椎 貝 達 夫
〃 清 水 泰
〃 山 口 和 彦
〃 阿 部 真 理
〃 伴 野 和 夫

監 事 鈴 木 千枝子
〃 鳩 貝 尚 志

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに
掲載されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

学術講演会
平成２４年
１０月１０日（水）
午後７時３０分～

悩ましい根管治療 ～経過不良への
対応～（仮）

加藤広之先生
（東歯大歯科保存学講座）

渋谷区歯科医師会館
渋谷区渋谷３－６－２
第２矢木ビル

渋谷支部
連絡先
担当・髙橋純一

TEL０３－３４６２－０５７７

支部会員
同窓会員

学術講演会
平成２４年
１０月１７日（水）
午後６時３０分～

歯周療法学における再生療法（仮）

齋藤 淳教授
（東歯大歯周病学講座）

東京都歯科医師会附属
歯科衛生士専門学校３階
千代田区多町２－１１
TEL０３－３２５２－８２２１

千代田支部
連絡先
担当・山本雅通

TEL０３－３２５２－０６２４

歯科関係

学術講演会
平成２４年
１０月２７日（土）
午後６時～

７時３０分

歯台築造と接着

佐藤 亨教授
（東歯大クラウンブリッジ

補綴学講座）

GIA多摩連合会会議室
立川市錦町２－１－１
タウンコート立川
TEL０４２－５２４－３２０３

北多摩支部
連絡先
担当・支部長 中山友春

TEL０４２－５７２－０２４９

支部会員
同窓会員
歯科関係

保険講習会
平成２４年
１１月１０日（土）
午後６時～

歯科診療報酬請求への対応

森岡俊介先生
（東京都開業）

ウィリング横浜ゆめおお
おかオフィスタワー１２１・
１２２号室
横浜市港南区上大岡西
１－６－１

横浜南部支部
連絡先
担当・渡邊宇一

TEL０４５－８４２－０２３３

同窓会員
歯科関係

学術講演会
平成２４年
１１月２３日

（金・祝）

開業医が持ち合わせておくべき口腔
癌の知識とその診査方法（仮）

片倉 朗教授
（東歯大オーラルメディシン

口腔外科学講座）

ウィスティン都ホテル
京都市東区三条蹴上

近畿地域支部連合会
連絡先
担当・河野多聞

TEL０７５－９８２－３２００
連合会会員

父兄会だより・支部のうごき
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四国地域支部連合会

平成２４年度総会学術講演会
四国地区は，学生の頃から四国人
会という集まりがあり先輩，後輩の
絆が強く，地元に帰ってもその関係
で，非常に和気あいあいとした地域
支部連合同窓会が毎年持たれていま
す。
平成２４年５月１２日午後３時より，
四国地域支部連合同窓会総会，並び
に学術講演会を，徳島グランドホテ
ルで行いました。四国地域は約１２０
名の同窓がいますが，今回その半分
近い５０数名の方が出席をされまし
た。途中高速道路で多重事故があ
り，愛媛県の同窓が乗った車３台が
巻き込まれました。幸い，会員に怪
我はありませんでしたが，幹事の
濱松孝典先生，神原常道先生は，出
席者のキャンセル，大幅遅刻者の対
応に大変でした。
総会に先立ち，髙橋義一専務を中
心に久保田 晃四国地域支部連合会
会長，藤本 清香川県支部長，横山

洋行愛媛県支部長，西川文雄高知県
支部長，宮井義博徳島県支部長と
で，評議員会の議員選出のあり方，
水道橋移転事業に関する寄付金に関
して等の話し合いが持たれました。
総会は，益井孝文先生の司会で始
まり，井上三四郎先生の歓迎の言
葉，矢﨑秀昭会長の新任のご挨拶と
同窓会の現状の報告があり，続いて
井出学長よりは，スライドを使いさ
いかち坂校舎の紹介，水道橋新校舎
の完成予想図などを見せていただき
ました。今回の大学からの報告のメ
インは勿論国家試験の合格率完全
トップの話でした。
総会の後，法歯学の水口 清教授
より「法医学教室の社会活動の話題
から」と題して講演がありました。
東北大震災でのご活躍に関しては，
同窓としてその活動に敬意を表した
いと思います。講演はいわゆる犯罪
捜査に関してが中心でしたが，まる
で推理小説を読んでいるような気持

になる内容で素晴らしいものでし
た。
懇親会は，大守真由子先生の司会
で始まり，地元徳島県歯の和田会長
を迎えて行いました。矢﨑会長と
和田会長は，昨年まで日本歯科医師
会の監事を一緒にされていた仲であ
り，また女性会員の出席が多いせい
か非常に和やかな雰囲気で行われま
した。 （宮井義博 記）

支部のうごき
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秋 田 県 支 部

平成２３年度定時総会
並びに学術研修会開催
平成２４年５月１９日（土）午後２時よ
り秋田キャッスルホテル天平の間に
於いて秋田県支部会員数４９名中２９名
の出席により平成２３年度定時総会が
開催された。同窓会本部より梅村
長生副会長，高橋文明東北地域選出
理事，そして本大学より臨床検査病
理学講座 井上 孝主任教授を来賓
として御迎接を賜った。
定時総会は寺岡洋一副支部長の開
会の辞で始まり余寒２月１日（水）に
ご逝去された小林昭雄先生（昭和２９
年卒業／二期会・支部高齢会員享年
８３歳）への黙祷を拝捧した。続いて
昨年６月より新支部長並びに昨年４
月より社団法人秋田県歯科医師会会
長に就任された藤原元幸支部長が挨
拶に登壇された。次に同窓会本部役
員ご挨拶として梅村長生副会長が現
在の同窓会体制における総括説明と
本学水道橋校舎への移転計画の詳細

なる現状報告を行った。そして高橋
文明東北地域選出理事からは今後の
同窓会本部改革案とその要旨並びに
東北地域支部連合会改革案が各々解
説された。また本大学内近況報告と
して，井上 孝教授からは今年は本
学初めて全国の国公立・私立中第１
位の国家試験合格率達成の駿驥報告
を拝聴した。さらに水道橋近隣地区
への順調な移転が進められ，更なる
高度医療と教育・研究の環境整備が
成される事を詳細報告した。
会務一般並びに監査報告と全認定
議案も満場一致で可決承認された。
定時総会終了後，井上 孝教授によ
る「口腔病変と五臓六腑，歯科医か
ら口腔医へ」の演題で学術研修会が
行われ，臨床に直結した基礎的知識
と最新の治療概要，並びに今年出題
された国家試験超難問題に対する基
準的解釈と詳細な解説を拝聴した。
記念写真撮影後，高橋昭一前支部
長の祝杯献上により同窓会懇親会が

開宴し，終始懇談の華艶が舞った。
（五味明雄 記）

秋田県支部役員名簿
支 部 長 藤原 元幸（八輪会）
副支部長 寺岡 洋一（七十九期会）

岡田 寛（八輪会）
嶋田 均一（正和会）
高橋 文明（八十二期会）
佐藤 裕子（八実会）
山田耕一郎（弥生会）

理事（総務）鈴木 文登（水公会）
（庶務）五味 明雄（新葉会）
（学術）五味 明雄（ 〃 ）
（会計）駒橋 純（爽翔会）
（無任）武田 勤（弥生会）

清水 隆夫（爽翔会）
金子 恵三（爽翔会）
工藤 卓奥（爽翔会）
山本 高敬（百樹会）

監 事 有明 一（志学会）
奈良 周彦（水公会）

顧 問 駒橋 典夫（いそむ会）
太田 晃（五期会）
山内 静（六喜会）
高橋 昭一（歯士会）

支部のうごき
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福 島 県 支 部

総会および学術講演会開催
平成２４年度東京歯科大学同窓会福
島県支部総会および学術講演会が，
去る６月２３日（土）午後１時より福島
ビューホテルにて開催された。昨年
は，東日本大震災と原発事故の影響
のために総会が開催できなかったの
で，久々の会員の参集で終始，和気
あいあいの雰囲気であった。
総会は，佐藤 滋専務理事の司会
で，午後１時に始まり，宍戸計一副
支部長の開会の言葉。物故会員への
弔慰・黙祷。佐藤正矢支部長の挨
拶。来賓として，矢﨑秀昭本部同窓
会長より，会務状況の説明と震災に
対するお見舞いの言葉があった。さ
らに，井出吉信学長より，大学移転
と血脇記念ホールの建設の進行状況
等の説明があり，菅谷 敏先生を議

長に選任して，議事に入った。役員
改選が行われ，佐藤正矢支部長の再
任が，満場一致で可決承認され，新
役員が決まった。
学術研修会は，東京医科歯科大学
大学院口腔病理学教授の山口 朗先
生（昭和４９年卒）を講師にお迎えし
て，「オステオネットワークの維持
と破綻・骨病変の理解と新たな治療
法の開発を目指して」という演題
で，ご講演いただいた。
学術講演の後，記念撮影を行い，
懇親会が開催された。佐藤祐司先生
の乾杯のご発声で，祝宴となった。
震災や原発事故による不安やイライ
ラから，しばし解放されるひととき
であった。ビンゴゲームで幸運を引
き当てた後，野内 学先生の指揮の
もと，円陣を組み校歌斉唱を行い散

会とした。
翌２４日（日），安達太良カントリー
クラブにおいて矢﨑同窓会長を交え
て，ゴルフ大会を開催した。高原の
さわやかな風の中，楽しいひととき
を過ごした。伊達市の西川祐介先生
が，余裕の優勝であった。

（菅谷晃大 記）

講師の山口 朗先生

支部のうごき
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埼 玉 県 支 部

平成２４年度総会
平成２４年７月１日（日），埼玉グラ
ンドホテル本庄において２４年度埼玉
県支部学術講演，総会，懇親会が開
催されました。
学術講演は東京歯科大学歯周病学
講座主任教授 斎藤 淳先生に『歯
周病原菌バイオフィルムのコント
ロールと歯周組織再生療法』という
テーマで講演していただきました。
仙台での開業医経験も交えたお話は
我々開業医にとってわかりやすく，
なおかつ臨床に直結する内容で大変
好評でした。
総会に移り，まずは物故会員に黙
祷を捧げました。来賓の同窓会副会
長加藤木 健先生には最近の同窓会
の動向を，今回はご臨席叶わなかっ
た井出学長の代行として田﨑雅和教
授からは大学の水道橋移転，入試，
国家試験の状況についてご説明いた
だきました。国家試験合格率の全国
一位，最近の入試偏差値の高さに会
員からは感嘆の声が上がっておりま
した。また，埼玉県歯科医師会副会
長の小杉国武先生にもご挨拶をいた
だきました。続いて野上宏一議長，

藤波 齊副議長の下，議事は滞りな
く進行し三議案すべてが賛成多数で
承認され，総会を無事終了いたしま
した。
懇親会は会場を移して行われまし
た。井原信一先生の乾杯ご発声にて
のどを潤した後，大量８名もの新入
会員が紹介されました。矢﨑同窓会
長の提唱する『会員との連携強化』
が春山良夫支部長のもとで実を結ん
だ形となりました。続いて，野上
宏一先生文部科学大臣表彰（学校保

健功労）のお祝いと退任者表彰が行
われました。また，お忙しいなか駆
けつけていただいた埼玉県歯科医師
会会長島田 篤先生にご挨拶をいた
だきました。
美味しいお酒とすばらしい料理を
満喫し年代の垣根を越えた会員相互
の交流を楽しみましたが，そろそろ
時間となり，大井誠一幹事長指揮に
よって校歌を斉唱しお開きとなりま
した。 （山﨑眞司 記）

春山支部長と新入会員 斎藤 淳先生

支部のうごき
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愛 知 県 支 部

平成２４年学術講演会
７月８日（日）午後２時より，アパ
ホテル名古屋錦にて愛知県同窓会学
術講演会を開催しました。梅雨の合
間の蒸し暑い日にもかかわらず，４０
名の先生に出席していただきまし
た。講師には，日本に７人しかいな
い米国口腔顔面痛学会認定医の井川
雅子先生をお招きし，「口腔顔面
痛：原因不明の歯（顔）の痛みへの
診断と対処法～その痛み，本当に歯
が原因ですか～」と題してご講演い
ただきました。著書・論文等数多く
発表され，全国各地で講演されてお
り，歯痛・顔面痛診断のエキスパー
トということで，解剖学・神経学等
難解と思われるところをわかりやす
くかつ興味深く説明していただき，
群発頭痛，三叉神経痛，舌咽神経

痛，非定型歯痛等の各症例はそれぞ
れ大変インパクトのある症例で，中
身の濃い有意義でためになる講演で
した。それにしても，率直な感想を
言わせてもらえば，今更当たり前の
ことですが安易な抜髄，抜歯をして
はならないということです。ただ，
保険診療中心の開業医としては，あ
る患者さんの痛みの訴えに対し「こ
れはひょっとしたら歯が原因ではな
い。場合によっては三環系抗うつ薬
による薬物療法が望ましいのではな
いか。」と診断したとしても，その
あとカルテの記載を含め，患者さん
を紹介するための医療連携の仕方な
ど大変戸惑います。このような症例
は誰しも遭遇する可能性があり，こ
ういう患者さんは今後増えるであろ
うとも予測されるので学会，歯科医

師会等が協力し，より良いシステム
を構築し，医療機関にとっても患者
さんにとってもわかりやすいスムー
ズな医療連携ができることを強く望
みます。
講演終了後は会場を移し，講師を
囲んで懇親会を開きました。そこで
は本日の演題とは異なりますが，
井川先生は日本顎関節学会の認定医
および評議員であられ，わずかな時
間でしたが顎関節症の話も伺い，目
からうろことはこのことだと感心し
ました。是非次はTMDを題材と
して講演をしていただきたく思いま
す。下の写真は講演後の懇親会会場
での集合写真です。（竹内英樹 記）

支部のうごき
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クラス会だより

十 二 期 会 昭和３９年卒

第４７回十二期会栃木大会を，平成
２４年５月２５日から２７日の３日間，宇
都宮市ホテルニューイタヤで開催し
た。
５月２５日，前夜夕食会には３０名が
集い，食卓を囲み互いの息災を確か
め，想い出話に花を咲かせた。
翌２６日，ゴルフ組と観光組に分か
れ，ゴルフ組は宇都宮郊外塩谷町ロ
ペ俱楽部へ，観光組は大谷観音から
世界文化遺産２社１寺の日光へ。ま
ず田母沢御用邸記念公園を見学，そ
して大谷川に架かる朱塗りの神橋を
見下ろす大正ロマン溢れる金谷ホテ
ルで昼食，午後は輪王寺と東照宮を
参拝，日光高速道路の新緑のトンネ
ルを戻り，ホテルに。夕刻には，残
る１０名が到着。
午後６時３０分，丹野 研会長のも
と総会を開会。同窓会並びに大学関
係を片倉恵男前同窓会副会長から現
況が報告され，続いて慶事の報告が
あり，鈴木 尚（福島県），秋山博右
（栃木県）両君が，永年，歯科医師会
の役員としての功労が認められ，平

成２４年春の叙勲で旭日双光章受章の
栄に浴されたので，本会よりも祝意
を表し，共に喜びを分かち合った。
翌２７日，陶芸の里，益子への半日観
光には２０名が参加，６０余の藍甕が土
間に並ぶ，江戸時代から継く「日下
田藍染工房」，そして益子最大の窯
元「つかもと」でのロクロ体験と絵
付けを楽しみ，午後２時すぎ JR宇
都宮駅より，それぞれに帰途につい
た。

今回の栃木大会は，昨年３月１１日
の東日本大震災で開催が不能とな
り，やむを得ず延期となり，２年越
しの大会となったにも拘らず，遠路
九州より鈴木勝志・梓夫妻，吉澤
健介夫妻，北海道より前田高直，
向山英彦両君をはじめ４０名の参加に
感謝し，次回は水道橋さいかち坂で
の開催の予定である。

（牟田紀一 記）
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飛 翔 会 昭和４６年卒

卒後４１年になる私たち飛翔会は以
前より２年ごとに総会を開催してま
いりましたが，５年前より毎年開催
しようと衆議一決し，地方と交互に
開催してまいりました。
昨年は四国の田中君のご尽力で，
なかなか行けない四万十市で開催さ
れ，清流四万十川の川下りを楽しむ
ことができました。
今年は関東ということで，神奈川
県で開催の運びとなり，横浜の山下
公園前のメルパルク横浜にて，ご夫
婦７組を含め４３名の参加の下に，今
回は卒業アルバムの写真からスキャ
ンした若かれし頃の写真のカードを
首から掛け，お互い歳とったの，白
くなったの，禿げたのと言いたい放
題ではじまりました。
昨年亡くなった加藤久夫君，今年
なくなった勝俣體明君の冥福を祈っ

て黙祷後，加藤木君の乾杯，栁澤君
の大学の話，佐瀬君の本部同窓会の
話，軽く歓談，集合写真と続き，今
回は松島君の JPバンドに始まり，
熊谷君，熊本君のギターと歌とコラ
ボし，懐かしいフォークソングのリ
ズムと歌に酔いしれ，最後は飛翔会
ということで，「翼をください」を
全員で大合唱となりました。
その後あちこちのテーブルを行っ
たり来たりし，大盛り上がり，宴会
終盤には早々と集合写真が出来上が
り，２次会になだれ込みました。
２次会はホテル真横にあるマリン
タワーの一階のmizumachi-bar を
貸し切り，またまた大盛り上がり，
参加者が多く，座る椅子が足りなく
なるほどでした。その後，加藤木君
の案内で３次会まで行われました。
翌日は朝からの雨が上がり，１８名

の参加でマリーンシャトルにて横浜
港一周をおこないました。ロイヤル
ルームを１８名で貸し切ったようにな
り，お酒も入って，あれは川崎だ，
いやいや鶴見だと大盛り上がりの一
時間ほどの小宴会，下船後来年の再
会を楽しみに散会となりました。
次回は名古屋の山田 有君，岐阜
の中島良成君が幹事を引き受けてく
れることになりました。

（岩本正晃 記）

クラス会だより
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戦後，引揚時に税関等に預けられた通貨・証券類の返還について

本年，横浜税関より，上記内容について会員の中に該当者がおり，同窓会事務局に調査依頼がありました。調
査の結果，ご本人は既にご逝去されておられましたが，ご家族にその旨お知らせすることが出来ました。税関で
は他にも同様な事例が考えられることから，さらなる協力の要請がきております。税関からのお知らせを掲載し
ます。

税関では，終戦後に外地から引き揚げてこられた方々が，帰国前に現地の在外公館や日本人自治会等に預けら
れたり，上陸時に税関，海運局に預けられた通貨・証券類をお返ししております。
預けられたご本人はもとより，ご家族の方でもお心当たりのある方は，お気軽にお問い合わせください。

〒２３１－８４０１ 横浜市中区新港１－６－２
横浜第一港湾合同庁舎
横浜税関 業務部 税関相談官室

電話 ０４５－２１２－６０００

クラス会開催日程

八 紫 会（昭和３５年卒） と き 平成２４年１０月６日（土）・７日（日）
ところ 草津温泉・旅館“望雲”

富 巳 会（昭和４０年卒） と き 平成２４年１１月３日（土・祝）１８：３０～
ところ 東武ホテル レパント東京

（６Fクロワドール）

踏 志 会（昭和４１年卒） と き 平成２４年１０月２０日（土）・２１日（日）
ところ 志摩観光ホテル・クラシック

八 輪 会（昭和５０年卒） と き 平成２４年１０月２０日（土）１８：００～
ところ 山口市湯田温泉・松田屋ホテル

八 十 二 期 会（昭和５２年卒） と き 平成２４年１１月３日（土・祝）１８：００～
ところ 東京 ザ・プリンスパークタワー東京 ３３階

黎 明 会（昭和５７年卒） と き 平成２４年１１月３日（土・祝）１５：００～
ところ 東京 ホテルグランドパレス

クラス会だより
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第３回理事会

平成２４年６月９日（土）午後４時００分
於 宮城県 ホテル松島大観荘 会議室
出席 ３１名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
高垣先生のご逝去に伴い，阿部晴弘先生が理事に就任
された。執行部が立ち上がって６ヵ月となるが，各理事
の協力により充実した会務が運営されている。本日は移
動理事会であるが，今後の同窓会のあり方，大学との関
わり等について，夜を徹して協議して頂きたい。母校も
国家試験で好成績を収め，新しい校舎での講義も軌道に
乗ってきている。ただ全国の大学を見渡すと，生き残り
をかけて厳しい状況が続いている。同窓会として，何と
か母校を支援して行きたいと考える。１２０周年記念募金
が伸び悩んでいるが，さらなる対策を講じて頂きたい。
若手支援については，事業推進部が中心になって進めて
いるが来年度に向けて形にしていきたい。理事会後の懇
親会には，宮城県支部の先生方がお見えになるので，今
後の支援のあり方についても考えて頂きたい。遠路の参
加を感謝する。

黙 祷
滝野川支部・海老原きみ子氏他１０名のご逝去を悼み，
謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２４年５月１７日から平成２４年１２月１７日までの日程
を報告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①役員の補充について報告，承
認。②支部長交代について１件報告，承認。③支部
長退任時の感謝状ならびに記念品の贈呈について１
件報告，承認。④６月１日現在の支部長名簿を配
付，報告。⑤地域支部連合会長交代について１件報
告，承認。⑥６月４日現在の地域支部連合会長名簿
を配付，報告。⑦逝去会員について，規定により弔
慰共済金を支給した旨の報告，承認。⑧厚生委員会
報告。⑨会費，共済負担金納入免除願いについて５
件報告，承認。⑩ゴルフ大会委員会報告。⑪母校創
立１２０周年記念事業募金状況報告。⑫情報ネット

ワーク推進会議報告。⑬会務検討特別委員会につい
て，会員名簿を配付し，委員会に諮問を行った旨の
報告。⑭同窓会・会務運営協議会報告。⑮東日本大
震災対策部会報告。⑯在学生名簿提供願いについて
報告，承認。
⑵ 会計部：①支部・地域支部連合会学術講演会講師
派遣交通費の支出について４件報告，承認。②地域
支部連合会学術講演会助成金の支出について１件報
告，承認。
⑶ 渉外部：渉外委員会報告。
⑷ 広報部：広報委員会報告。
⑸ 事業推進部：①事業推進部全体委員会・企画会議
報告。②学術委員会報告。③TDC卒後研修セミ
ナー２０１２，インプラントセミナ・マスターコースに
ついて説明。④保険委員会報告。⑤大学連携委員会
報告。⑥シンクタンク委員会報告。⑦若手ネット
ワーク委員会報告。委員会から事業に対する提案書
が提出され，協議題として協議することとする。

各地域選出理事報告
１）佐藤理事（北海道）
第１回検討委員会を開催。会務について検討を加え
ている。
２）高橋理事（東北）
来週，東北地域支部連合会総会開催予定。

３）杉山理事（関東）
７月８日，支部長会開催予定。９月２日関東地域支
部連合会総会開催予定。
４）阿部理事（信越）
６月３０日，信越地域支部連合会総会開催予定。

５）太田理事（東海）
９月２日，東海地域支部連合会総会開催予定。

６）加藤理事（北陸）
支部長会開催の報告。

７）永田理事（近畿）
６月１６日支部長会開催予定。

８）小徳理事（中国）
支部長会開催の報告。会員未入会の問題は中国地方
に限っては生じていない。募金については動きが鈍い
のが現状。
９）久保田理事（四国）
四国地域支部連合会総会開催の報告。総会開催時に
交通事故が発生した。

理事会のうごき
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１０）田部理事（九州）
支部長会開催の報告。メールを支部長の他に複数，
送信してもらえないか要望。

協議事項
⑴ 平成２３年度東京歯科大学同窓会決算書について承
認。
⑵ 若手会員との連携推進について協議の結果，承認。
⑶ 同窓会組織改革の経過措置のあり方，評議員のあり

方について，４地域支部連合会の意見を示し，さらな
る協議を続け，評議員会においても協議題として意見
を伺う事とし，継続審議とする。
⑷ 平成２５年度事業について，各部より提出された２５年
度事業計画案を示し，さらに修正を加えて第４回理事
会で最終決定できるよう継続審議とする。
⑸ 事務長の配属について承認。
⑹ ゴルフ大会の実行委員の任命について，協議の結
果，承認。

７月
１） 理事会
７月１８日（水） 第４回常任理事会

２） 委員会
７月２日（月） 事業推進部大学連携委員会
３日（火） 会務検討特別委員会
４日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
６日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
９日（月） 総務・厚生部厚生委員会
９日（月） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
１０日（火） 渉外部渉外委員会
１１日（水） 広報部広報委員会
１１日（水） 事業推進部学術委員会（研修委員会）
１２日（木） 事業推進部・若手同窓支援セミナー（運

営会議）
１３日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
１７日（火） 事業推進部（企画会議）
１８日（水） 事業推進部学術委員会（研究部）
１９日（木） 学術事業交流についての協議会
２０日（金） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２３日（月） 同窓会・会務運営協議会
２３日（月） 事業推進部学術委員会（企画）
２４日（火） 会務検討特別委員会
２４日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）

３１日（火） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
３１日（火） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）

３） 出張
７月１日（日） 埼玉県支部総会 加藤木副会長出席

学術講演会 講師・斎藤 淳教授（母校）
６日（金） 水道橋病院３階口腔インプラント科・４

階口腔外科診療室オープニングセレモ
ニー 矢﨑会長出席

７日（土） 群馬県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・矢﨑秀昭先生（東京
都開業）

８日（日） 愛知県支部学術講演会 講師・井川雅子
先生（静岡市立清水病院口腔外科）

９日（月） Elective study Program表彰式
矢﨑会長出席

１１日（水） 東京地域支部連合会東歯保険関係懇談会
矢﨑会長出席

１２日（木） 本郷・小石川支部合同学術講演会 講
師・井上 孝教授（母校）

１９日（木） 歯科医師国民年金基金創立２０周年記念の
会 矢﨑会長出席

２３日（月） 練馬支部学術講演会 講師・佐藤 享教
授（母校）

２５日（水） 東京地域支部連合会学術講演会 講師・

庶 務 日 誌

理事会のうごき・庶務日誌
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斎藤 淳教授（母校）

４） 事業
７月１日（日） 学年代表者会
１４日（土） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
１５日（日） TDCインプラントセミナー・マスター

コース
２１日（土） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー

№３イブニングセミナー２（「最新 重
度歯周炎患者へのアプローチ」～プロー
ビングだけでは分らない歯周炎病態の把
握～）

２２日（日） TDC卒後研修セミナー 卒研セミナー
№４臨床実習セミナー１（「細菌・抗体
検査の実際と歯周外科実習」～重度歯周
炎患者へのアプローチ 実践偏～）

８月
１） 理事会
８月２５日（土） 第４回理事会

２） 委員会
８月１日（水） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会実行委員会

３日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
５日（日） 事業推進部学術委員会（全体委員会）
６日（月） 事業推進部学術委員会（研究委員会B）
６日（月） 事業推進部シンクタンク委員会
１７日（金） 事業推進部学術委員会（プログラム委員

会）
２０日（月） 広報部広報委員会
２０日（月） 会務検討特別委員会
２１日（火） 同窓会・会務運営協議会
２１日（火） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２２日（水） 事業推進部（企画会議）
２３日（木） 事業推進部学術委員会（研究部）
２４日（金） 事業推進部学術委員会（運営委員会）
２９日（水） 総務・厚生部厚生委員会
３０日（木） 事業推進部保険委員会
３０日（木） 事業推進部若手同窓支援セミナー（運営

委員会）

３） 出張
８月１８日（土） 北海道地域支部連合会総会

矢﨑会長，梅村副会長，髙橋専務理事，
佐藤理事出席

１８日（土） 宮崎県支部学術講演会 講師・末石研二
教授（母校）

訂正とお詫び

会報「３８６号」に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

Ｐ５３ 庶務日誌 ６月
３） 出張

１６日（土） 近畿地域支部連合会支部長会
誤：臼田常任理事出席
正：臼井常任理事出席

庶 務 日 誌
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●昭 ３０ 卒 小 川 晴 昭（８２歳） ２４．５．２８
北多摩支部 〒１８５‐００１２ 国分寺市本町２－１４－７

●推 薦 馬 渕 清 志（８９歳） ２４．５．２３
小 樽 支 部 〒０４７‐００２４ 小樽市花園３－２５－１７

●昭 ２４ 卒 太 田 実（８５歳） ２４．６．１
群馬県支部 〒３７９‐１３１１ 利根郡みなかみ町石倉２８０－５－９０５号

●昭 ６３ 卒 田 口 亮（４８歳） ２４．６．３
北多摩支部 〒１８３‐００３４ 府中市住吉町１－８４－１－８０５

●昭 ２２ 卒 石 田 重 雄（８８歳） ２４．６．２
新潟県支部 〒９５１‐８０６２ 新潟市中央区西堀前通５－７６０－１

●院 昭５７卒 市 川 重 則（６０歳） ２４．６．３
横浜中央支部 〒２２１‐０８６５ 横浜市神奈川区片倉１－５－８－３０６

●昭 ２５ 卒 芳 村 正 雄（９３歳） ２４．５．２４
渋 谷 支 部 〒１５１‐００５１ 渋谷区千駄ヶ谷１－５－６ 鳩森診療所

●昭 １６ 卒 雨 宮 彦 一（９４歳） ２４．６．１０
山梨県支部 〒４００‐００３２ 甲府市中央１－１－１７

●昭 ３４ 卒 大久保 雅 順（７７歳） ２４．６．１５
栃木県支部 〒３２０‐０８４８ 宇都宮市幸町５－１３

●昭 ４６ 卒 勝 俣 體 明（７４歳） ２４．６．１５
山梨県支部 〒４０３‐０００４ 富士吉田市下吉田３８９

●昭 ２７ 卒 伊 藤 敬 一（８１歳） ２４．６．１５
兵庫県支部 〒６５７‐０８２３ 神戸市灘区天城通７－２－１ 伊藤ビル４F

●昭 ３１ 卒 黒 沢 吉 雄（８３歳） ２４．６．１６
町 田 支 部 〒１９４‐０００１ 町田市つくし野４－１６－３

●昭 １７．９ 卒 山 﨑 薫（９０歳） ２４．１．７
愛知県支部 〒４４４‐０４２３ 西尾市一色町一色下乾地９－２

●昭 ４３ 卒 貝 田 昌 雄（７１歳） ２３．６．２４
下 谷 支 部

●昭 ２２ 卒 伊 藤 孝（８６歳） ２４．６．３０
世田谷支部 〒１５４‐００１２ 世田谷区駒沢３－２－１ 伊藤ビル２F 駒沢歯科医院

●昭 ３３ 卒 野 内 光 雄（７８歳） ２４．７．５
福島県支部 〒９６９‐１１４９ 本宮市本宮字万世１３２－１

●昭 １２ 卒 押 見 宏（９６歳） ２４．７．７
中 野 支 部 〒１７８‐００６５ 練馬区西大泉５－３１－８ グランダ西大泉練馬

●昭 ４３ 卒 芝 原 邦 彦（６８歳） ２４．６．２３
島根県支部 〒６９０‐０８８４ 松江市南田町１７２－３

●推 薦 早 川 武 則（１００歳） ２４．７．１１
山梨県支部 〒４００‐０６０１ 南巨摩郡富士川町鰍沢７０６

●昭 ２４ 卒 小 山 実（８５歳） ２４．７．１５
北多摩支部 〒２０８‐０００４ 武蔵村山市本町２－１６－２

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）
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広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之

山口 雅史
委 員 古澤 成博

佐々木葉子
志村 圭子
渡邊 宇一
島田 篤
西村 哲雄
宇佐美貴弘
小貫 飛鳥
横田 東生

広報部担当理事 小池 修

◆投 稿 規 定
⑴ 原稿締切り
原稿の締切りは，奇数月の１０日までとし，原則
として翌月発行の会報に掲載いたします。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮ください。ワープロ使用の場合は１行
１６字で設定して下さい。写真はピントのあった
ものを，大きいサイズ（２Lなど）で，集合写
真のみでなく，スナップなども添えて下さい。

⑶ 投 稿 字 数
① 「すいどうばし」欄（随想，詩，短歌，時評な
ど）は，１編１，６００字程度

② 「支部のうごき」「クラス会だより」は，本文
のみの場合１，６００字程度。写真が入る場合，３

段抜き９００字，２段抜き４００字，１段抜き２００字
減らして下さい。

③ 「追悼」は，５００字程度
⑷ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。
なお，掲載については委員会にご一任いただきます。

⑸ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真などの場合は，その旨書き添えて
下されば返送いたします。
写真は同窓会ホームページにも掲載されること
があります。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページhttp : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

◆へんしゅうこうき ★ この原稿を書いている時点で，ロンドンオリンピックが開幕直前。今年はいまひ
とつ盛り上がりに欠けるかなと思っていたのですが，期待の選手が大勢出場するこ
ともあって，ここに来て俄然盛り上がってきました。思えば幼稚園の頃，帰宅する
と小さな白黒テレビで東京オリンピックの入場行進をやっていました。これは鮮明
に覚えています。それ以来，特にスポーツ観戦が好きなわけではないのですが，オ
リンピックとなると何故かテレビに目が釘付けになることが多くなりました。
★ 東京，メキシコ，ミュンヘン，モントリオール，モスクワ，ロサンジェルス…
と，子供の頃ワクワクして観ていた夏のオリンピック開催地はスラスラと自然に出
てきます。しかし，最近の開催地となると…待てよ…これは歳のせいか？それとも
忙しさから，オリンピック自体にワクワクする気持ちが薄れたせいか？
★ 国際情勢が不安定な中，こうした祭典が定期的に開催されることはとても喜ばし
いことですが，良い思い出ばかりではありません。ミュンヘンでのテロやモスクワ
でのボイコット…。このようなことが２度と起らないことを願ってやみません。
★ ところで今号でもお知らせしておりますが，この記念すべき年に水道橋病院がい
よいよリニューアルオープン致しました。３階の高度歯科医療センター・口腔イン
プラント科と，４階の口腔外科が装いも新たに今夏オープンしました。色調は２階
の総合診療室と同系統の茶色を主体としたシックなものです。近隣の先生方のみな
らず，同窓の先生方から沢山の患者さんを御紹介いただければ幸いです。
★ この夏も昨年同様，節電を心がけなくてはなりません。しかしこの夏はオリン
ピックがあるので，さらに熱い夏になりそうです。どうか皆さんも知恵と工夫で猛
暑を乗り切っていただきたいと思います。 （古澤成博 記）

平成２４年８月２０日 印刷
平成２４年８月２５日 発行
東京歯科大学同窓会会報 第３８７号

発行人
編集人

小 池 修
臼 田 準
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）
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